
অঅঅܬܬܬददद͈͈͈̻̻̻͘͘͘ ŌŌŌŢŢŢŮŮŮŪŪŪŧŧŧŶŶŶųųųŢŢŢůůůŰŰŰ ͏͏͏̜̜̜̞̞̞ͦͦͦఱఱఱ౷౷౷͈͈͈஻஻஻௮௮௮

町
職
員
の
給
与
と
職
員
数
の
状

町
職
員
の
給
与
と
職
員
数
の
状
況況

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
いい

健
診
へ
行
こ
う

健
診
へ
行
こ
う
！！

ご
存
じ
で
す
か
？

こ
の
手

ご
存
じ
で
す
か
？

こ
の
手
当当

青
少
年
国
際
交
流
事

青
少
年
国
際
交
流
事
業業

カ
ナ
ダ
紀
行

カ
ナ
ダ
紀
行

長
寿
を
祝

長
寿
を
祝
うう

かみふらのを歩く…（東中地区 多田農園パスかみふらのを歩く…（東中地区 多田農園パス））

～第18回全道フットパスの集い inかみふらの～第18回全道フットパスの集い inかみふらの ～～

広報担当撮広報担当撮影影

特特特
集集

ま
ち
の
台
所
事

ま
ち
の
台
所
事
情情

主
な
内

主
な
内
容容

220132013 NO.653NO.653

こ う ほ う

1100



自
主
財
源

［
町
が
自
ら
収
入
で
き
る
お
金
］

依
存
財
源
［
国
や
北
海
道
か
ら
交
付
さ
れ
た
り

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金
］

広報かみふらの２０１3.１０ 嘩

まままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちち
のののののののののののののののの
台台台台台台台台台台台台台台台台
所所所所所所所所所所所所所所所所
事事事事事事事事事事事事事事事事

ま
ち
の
台
所
事
情情情情情情情情情情情情情情情情情

67億3,241万円
（前年比較1億977万円）

暫自主財源 18億1,692万円（9,903万円）
暫依存財源 49億1,549万円（1,074万円）

（ ）は前年比較

ओओ֨֨ॼॼڣڣ 1億8,872万円
（前年比較 7,861万円）

町民１人あたり

581,081円
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歳入総額

一
般
会
計

収入額 (前年比較)税 目

5億 581万円（ 3,586万円）町 民 税

3億8,049万円（▲3,399万円）固定資産税

8,177万円（ 57万円）たば こ税

1,879万円（ 34万円）軽自動車税

851万円（ 34万円）入 湯 税

9億9,537万円（ 312万円）合 計

町税(9億9,537万円÷人口・世帯)
町民１人あたり 85,911円
１世帯あたり 189,594円

金 額件数目 的

32万円8ラベンダーを核としたまちづくりに

93万円10社会福祉事業の推進に

300万円1十勝岳地区の振興に

10万円1農業の振興に

259万円2交通安全に

57万円3図書館の図書購入に

5万円1教育の振興に

756万円26合 計

皆さんからのご寄付は、次のとおり
活用させていただきました。

町町税税

寄付寄付金金総額1億8,703万円（前年比較▲7,533万円）
町に自衛隊駐屯地や演習場があることにより交付されています。
上の表の国庫支出金に含まれています。

（ ▲4,654万円）0万円諮障害防止事業
河川改修・砂防工事など

（ 4,197万円）4,197万円諮民生安定施設整備事業
農業用施設設置事業など

（ ▲5,105万円）7,590万円諮調整交付金事業
緊急通報システム更新・給食センター調理機器等整備など

（ 18万円）336万円諮防音関連維持費
小・中学校と保育所の防音維持費

（ ▲1,989万円）6,580万円諮道路改修事業費
道路改良事業

防衛省関係補助防衛省関係補助金金

27.0％

平成23年度

25.9％( )

73.0％

平成23年度

74.1％ )(

特
集

分担金及び負担金 5,315万円（▲212万円▲3.8％）
鴨保育料や在宅福祉サービス利用者負担金など

諸収入 2億6,421万円（3,575万円15.6％）
鴨貸付金の返還金や雑入など

繰入金 2億1,347万円（1億5,892万円291.3％）
鴨積み立てている基金（貯金）から取り崩した分など

使用料及び手数料１億4,506万円（166万円1.2％）
鴨公共施設の使用料やごみ処理手数料など

寄付金・財産収入 3,555万円（673万円23.4％）
（寄付金の内訳は右下表）

町税 9億9,537万円（312万円0.3％）
鴨町民の皆さんが納めている税金（内訳は右下表）

繰越金 1億1,011万円（▲1億503万円▲48.8％）

地方交付税 31億1,583万円（3,626万円 1.2％）
鴨使い道を限定されないお金で、国から国税の一定割合が交
付されます。

国庫支出金 5億6,085万円（▲1億232万円 ▲15.4％）
鴨特定の事業に充てるため国から交付される補助金や負担金

町 債 5億5,214万円（1億2,856万円 30.4％）
鴨土木工事や建設工事などの財源として国や金融機関から
借り入れるお金

道支出金 3億3,709万円（▲1,674万円 ▲4.7％）
鴨特定の事業に充てるため北海道から交付される補助金や
負担金

その他交付金など
2億1,902万円（▲2,566万円 ▲10.5％）

地方譲与税 １億3,056万円（▲936万円 ▲6.7％）
鴨国税として徴収したものを一定の基準で国から町へ譲与
されるお金



災害復旧費 2億2,883万円（▲1億7,695万円 ▲43.6％）
鴨大雨による災害復旧など

【１年間の借金返済額÷町の財政規模】

全会計（一般会計・特別会計・企業会計）のロー

ン返済に支出された額の割合です。

大黒柱（一般会計）の１年間の給料に対する１年

間のローン返済額（全会計）の割合で、返済額に

は、大黒柱自身のローンのほか、子ども（公営事

業）や親戚（広域連合など）のローンの大黒柱負担

分なども含まれます。

৘ৗ公ञ費比率

貨 広報かみふらの２０１3.１０

上記の決算額には、給与費が含まれています。
給与費合計 9億1,377万円（▲1,641万円）

65億4,369万円
（前年比較3,116万円）

町民１人あたり

564,793円

歳出総額

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に

より、決算に基づいて一般会計については健全化判

断比率（右下表）を、公営企業については資金不足比

率（P６）を算定し、公表することとなっています。

各比率はすべて基準値を下回っており、健全段階

にあるといえますが、財政状況の実態は、経常的な

収入の8割強が経常的な支出（人件費・扶助費・公債

費）などに充てられ、また収入の７割強が国や北海

道から交付される依存財源で賄われていることか

ら、財政構造は柔軟性に乏しく、依然として厳しい

状況にあります。

今後も健全な財政運営に向けて、歳入の確保、歳

出構造の見直しに努力していきます。

判断基準

平成23年度平成24年度健全化判断比率
財政再生
基準

早期健全
化基準

２０％15％
―

（2.0％黒字）
―

（2.1％黒字）
実質赤字比率

４０％２０％
―

（16.4％黒字）
―

（17.1％黒字）
連結実質赤字比率

３５％２５％16.6％15.9％実質公債費比率

なし３５０％70.2％63.5％将来負担比率

健全化判断比率の状健全化判断比率の状況況

【一般会計赤字額÷町の財政規模】

町の最も主要な会計である一般会計が赤字と

なった場合の割合です。

家庭で例えると、大黒柱（一般会計）の財布の状

況で、年間収支の赤字が１年間の給料に対して、

どのくらいの割合かを示すものです。

৘ৗ୤ল比率

【全会計の赤字総額÷町の財政規模】

一般会計だけでなく、特別会計や企業会計と

いった公営企業会計を含む全会計の赤字総額の割

合です。

大黒柱（一般会計）の子ども（公営事業）が赤字を

抱えている場合、大黒柱の赤字でなくても、最終

的に責任を取らなければなりません。家族全体の

赤字が大黒柱の給料のどのくらいの割合かを示す

ものです。

Ⴒࠫ৘ৗ୤ল比率

（ ）は前年比較

議会費 8,575万円（▲879万円 ▲9.3％）
鴨議会運営、議会だより発行など

労働費 72万円（▲2,369万円 ▲97.1％）
鴨労働者育成など

衛生費 8億578万円（▲854万円 ▲1.0％）
鴨ごみ処理、上水道、健康など

土木費 6億5,386万円（▲1億873万円 ▲14.3％）
鴨道路、河川、公園、公営住宅など

総務費 11億2,675万円（1,846万円 1.7％）
鴨全般的な行政経費、交通安全など

民生費 12億4,204万円（5,541万円 4.7％）
鴨高齢者・障がい者・子育て支援など

教育費 6億4,948万円（2億209万円 45.2％）
鴨学校、給食センター、スポーツ・文化振興など

商工費 2億3,335万円（▲981万円 ▲4.0％）
鴨商工業、観光、企業誘致など

公債費 9億3,296万円（▲777万円 ▲0.8％）
鴨町が借りたお金の返済など

農林業費 5億8,417万円（9,948万円 20.5％）
鴨農林業振興、農業委員会活動など

＜健全化判断比率の年度別比較と判断基準＞

【(負債残高総額－積立金等総額)÷町の財政規模】

家庭に例えると、１年間の給料に対して、ロー

ン総額がどのくらいあるかの割合です。大黒柱自

身のローンのほか、子ども（公営事業）や親戚（広

域連合など）のローン負担分も含まれますが、貯

金（基金）分は差し引いて考えます。

੿ြ負担比率

特集 まちの台所事特集 まちの台所事情情

うち給与費

1億5,752万円

うち給与費

3億3,549万円

うち給与費

9,047万円

うち給与費

7,072万円

うち給与費

1億2,093万円

うち給与費

8,805万円

うち給与費

2,716万円

うち給与費

2,343万円



島津地区道営かんがい排水 事業費99万円

調査設計（用水路）

道路整備 事業費１億3,108万円

北19号道路、西2条通りの改良舗装などの道路整備

を行いました。

道路維持管理 事業費１億8,650万円

安全・快適な道路網を維持するため、維持補修、除

排雪、側溝整備、簡易舗装整備などを行いました。

橋りょう整備 事業費1,345万円

町内の橋りょうを計画的に補修していくための長

寿命化修繕計画を策定しました。

災害復旧 事業費２億2,883万円

前年度に復旧困難だった17か所と、７～９月の大雨

により被災した道路や河川の復旧を行いました。

合併浄化槽整備 事業費1,448万円

環境保全、公衆衛生向上のため、設置費用の一部を

助成しました。（14基助成）

一般廃棄物処理 事業費１億9,117万円

ごみの分別収集、減量化、資源化を推進し、クリー

ンセンターの安定的な稼動に努めました。

広報かみふらの２０１3.１０ 迦

平成24年平成24年度度のの主な事業主な事業

やや地域や地域とと

つながりのある暮らつながりのある暮らしし
人人にに安心しに安心してて

過ごせる暮ら過ごせる暮らしし
穏や穏やかか

バス運行 事業費2,995万円

小・中学校の遠距離通学児童・生徒の安全な通学の

ためスクールバスを運行するとともに、日常生活の交

通を確保するため、十勝岳線、江花・島津線、東中線、

清富線、里仁・江幌・静修線の5路線で、児童生徒と

地域住民の混乗方

式で路線バスを運

行しました。

また、老朽化し

たスクールバス1台

を更新しました。

自治会活動の推進 事業費944万円

自主的な自治活動と協働のまちづくりを支援・推進

するため、使途を限定しない住民会交付金や自治活動

奨励補助、公園緑地管理への補助を実施しました。

予約型乗合タクシー試行運行 事業費413万円

高齢者や障がい者の方々の生活支援、閉じこもり予

防を目的に、民間事業者への委託により、運行を町内

全域に拡大し試行的に実施しました。

※一般会計予算の主な事業を、第５次総合計画

の「５つの暮らしづくり」の分類に基づきま

とめました。

特集 まちの台所事特集 まちの台所事情情

障がい者自立支援 事業費2億6,318万円

障がいのある方が自立した生活を営むため総合的

な支援を行いました。

子育て支援 事業費3億2,373万円

子どもセンター、児童館を拠

点施設として子育て支援事業

や保育所運営・補助、ひとり親

家庭の医療費給付、子ども手当

の給付などを実施しました。

環境対策促進 事業費1,984万円

自ら地球温暖化防止に取り組む町民、町内会を支援

するために、住宅設備の整備やリフォーム、ＬＥＤ生

活灯への更新に対し補助しました。

中山間地域等直接払事業 事業費9,443万円

農地の傾斜がきついなど、生産条件が不利な地域の

安定した営農の継続を支援し、農業農村地域の持続や

農地の保全につなげる事業です。地域と町が協定を

結んで進めています。

国営土地改良事業負担 事業費１億3,190万円

しろがね地区土地改良事業の負担対策を実施して

います。

農地・水・環境保全向上対策 事業費991万円

地域が行う草刈、土砂上げなど農地・農業用排水の

保全管理に係る共同活動に対して補助しました。（受

益面積1,844ha）

興農地区道営経営体育成基盤整備 事業費1,345万円

暗渠（あんきょ）5.8ha、用水路1,503ｍ

西山地区道営経営体育成基盤整備 事業費80万円

暗渠（あんきょ）3.5ha、用水路116ｍ

東中中央地区道営経営体育成基盤整備 事業費2,389万円

調査設計（区画整理、用水路、排水路、客土）

東中南地区道営経営体育成基盤整備 事業費1,126万円

調査設計（区画整理、用水路）

東中地区換地調査 事業費574万円

東西地区・第一地区換地事業の現況調査。西地区

98.1ha、第一地区284.5ha

東中幹線地区道営かんがい排水 事業費3,549万円

用水路２,495ｍ



保健福祉総合センターかみん運営 事業費5,932万円

役場保健福祉課、地域包括支援センター、社会福祉

協議会のほか、社会福祉法人が運営するデイサービス

センターかみん、訪問看護ステーションが連携し、総

合的な福祉の推進に取り組んでいます。

利用実績 延べ72,069人

自衛隊基地対策 事業費696万円

自衛隊基地周辺の整備計画の調整や自衛官募集事

務、上富良野駐屯地の現状維持に向けた活動、関係団

体との連絡調整、協力団体への補助を行いました。

過 広報かみふらの２０１3.１０

のの宝を守の宝を守りり、、育み育み、、

活用できる暮ら活用できる暮らしし
地地域域 でで楽しで楽しくく

潤いのある暮ら潤いのある暮らしし
快快適適
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日の出公園管理 事業費3,208万円

町の観光拠点として良好な管理を行うとともに、古

くなったラベンダーの植え替え、オートキャンプ場コ

テージ改修を行いました。

公園整備 事業費2,983万円

だれもが気軽に訪れ、楽しめる公園づくりのため、

島津公園トイレの水洗化、見晴台公園の改修を行いま

した。

予防接種・健康診査・各種検診 事業費3,646万円

伝染病の予防接種、感染症の早期発見やまん延防止

のための検診、がん検診などを実施しました。

図書館「ふれんど」運営費 事業費730万円

情報の電子化が進み、活字離れが指摘されている現

代。さまざまな活動を通じ、子どもから大人までが図

書に親しめる環境づくりに努めています。

ボランティアの町づくり事業 事業費175万円

町内のボランティア活動のコーディネーター役を

担う社会福祉協議会に対し、環境づくりと活動推進の

ため助成しています。

協働のまちづくりの推進 事業費42万円

上富良野町自治基本条例に基づいた協働のまちづ

くりを推進するため、講演会などを開催しました。

とと責任、役割と責任、役割をを

分かちあえる暮ら分かちあえる暮らしし
誇誇りり

教育用コンピュータ整備 事業費249万円

江幌小学校の教育用コンピュータを整備しました。

放課後子どもプラン 事業費1,127万円

働く保護者をバックアップするとともに、放課後の

子どもたちの安全な居場所づくりを行っています。

上富良野高等学校振興対策 事業費352万円

上富良野高校の将来展望を見据え、特色ある、地域

に根ざした学校づくりのため、同校の教育振興会に対

して補助金を交付しました。

プレミアム商品券発行事業補助 事業費1,198万円

商工会が発行するプレミアム付き商品券のプレミア

ム分20％について補助し、小売店などの売上促進と振

興活性化を図りました。

観光振興計画策定業務委託 事業費347万円

平成25年度から30年度までの6年間を計画期間とす

る計画を策定しました。

吹上温泉保養センター改修 事業費1,613万円

浴槽のヒバの張り替

え、配湯管の改修と露

天風呂に手すりを設置

しました。

町営住宅維持管理 事業費3,525万円

東中団地の屋根改修、緑町団地の解体などを行いま

した。

町営住宅の整備 事業費546万円

泉町南団地建て替えのための基本設計を実施しまし

た。

小・中学校の管理・運営費 事業費1億1,636万円

小学校4校、中学校２校を設置し、児童・生徒の健

全な育成に努めています。

学校施設整備 事業費２億４,359万円

上富良野小学校校舎改

築の実施設計、上富良野

西小学校体育館耐震改

修、東中小学校校舎屋上

防水改修や上富良野中学

校グランド整備などを行

いました。



参 考
歳入のうち一般会
計からの繰入額

差引額
（前年比較）

歳 出
（前年比較）

歳 入
（前年比較）

会 計 名

年平均加入世帯数 1,734世帯
年平均加入者数 3,201人
１人あたり診療費

一般 255,853円
退職 298,730円

1億 728万円
(309万円)

4,948万円
(▲3,247万円)

13億7,064万円
(6,008万円)

１4億2,012万円
(2,761万円)

国民健康保険特
別
会
計

【
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
】

年平均被保険者数 1,627人
１人あたり医療費 945,652円

3,357万円
(0万円)

49万円
(▲13万円)

1億1,934万円
(1,550万円)

1億1,983万円
(1,537万円)

後期高齢者医療

被保険者数 3,153人
要介護認定者数 397人
１件あたり給付額
在宅（介護給付） 49,819円
在宅（予防給付） 25,125円
地域密着 231,365円
施設 157,829円

1億3,712万円
(▲528万円)

888万円
(▲1,456万円)

8億 353万円
(2,361万円)

8億1,241万円
(905万円)

介護保険

１日平均施設利用者数 46.2人
１日平均短期入所利用者数

8.1人
１日平均通所介護利用者数

20.3人

49万円

（▲183万円）

1,709万円
(▲30万円)

2億7,829万円
(▲5,080万円)

2億9,538万円
(▲5,110万円)

ラベンダーハイ

ツ事業

給水戸数・有収水量（料金収入
の対象となった水量）
東中地区 193戸 49,102弱
西部地区 100戸 29,884弱
江花地区 40戸 10,401弱

4,484万円
(▲735万円)

139万円
(105万円)

5,942万円
(▲856万円)

6,081万円
(▲751万円)

簡易水道事業

水洗化率 88.8％
1弱あたり使用料収入 156.9円
1弱あたり汚水処理費 294.3円

1億2,165万円
(2,254万円)

166万円
(▲85万円)

4億4,921万円
(1,632万円)

4億5,087万円
(1,547万円)

公共下水道事業

4億4,495万円
(1,117万円)

7,899万円

（▲4,726万円）

30億8,043万円
（5,615万円）

31億5,942万円
（889万円）

特別会計合計

１日平均外来患者数 133.6人
１日平均入院患者数 52.0人
内訳 一般病床 26.8人

老健施設 25.2人

2億2,441万円
(780万円)

1,270万円
(1,042万円)

8億9,678万円
(796万円)

9億 948万円
(1,838万円)

病院事業

企
業
会
計

【
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
会
計
】

給水人口 10,022人
１弱あたり収益 182円
１弱あたりかかる費用 140円

444万円
(▲41万円)

注１ ▲4,745万円
(2,875万円)

2億2,301万円
(▲1,523万円)

1億7,556万円
(1,352万円)

水道事業

2億2,885万円
(739万円)

▲3,475万円
（3,917万円）

11億1,979万円
（▲727万円）

10億8,504万円
(3,190万円)

企業会計合計

煙表中の数字は、１万円未満を四捨五入しているため、端数整理により合計額などが異なる場合があります。
煙注１～資本的収支の赤字額については、過年度分損益勘定留保資金、当該年度損益勘定留保資金で補てん済み。

町には６つの特別会計と２つの企業会計があります。

水道事業会計の赤字額については、過年度分損益勘定留保資金・当該年度分損益勘定留保資金で補てん済みであり、

実質的にはすべての会計で黒字決算となりました。

ただし、各会計は一般会計からの繰入金（総額6億7,380万円）により支えられている実態にあることから、今後もな

お一層健全な財政運営に向けて努力していきます。

２０％

経
営
健
全
化
基
準

―
（1.2％黒字）

公共下水道事業
資
金
不
足
比
率

―
（8.9％黒字）

簡易水道事業

―
（60.5％黒字）

病院事業

―
（159.6％黒字）

水道事業

広報かみふらの２０１３.１０ 霞

特別会特別会計計・・企業会企業会計計

【資金の不足額÷事業の規模】

公営事業ごとの赤字の大きさが、事業の規模（料金収

入）に対してどの程度あるかを示すものです。

公営企業は、必要な費用を自らの料金収入で賄う独

立採算制が原則です。

家庭で例えると、すでに自立した子どもでも、赤字

や借金が増えると、親（一般会計）は無関係ではいられ

ません。親に影響を及ぼさないよう個々の収支を

チェックするための指標です。

঩߄ະ௷比率

特集 まちの台所事特集 まちの台所事情情



問合せ 総務課企画財政班 拶盈６９８０

蚊 広報かみふらの２０１３.１０

町民１人（１世帯）あたり算出
［平成２5年3月３１日現在］

人口 11,586人 （前年比 ▲142人）
世帯 5,250世帯（前年比 ▲36世帯）

残 高区 分

71億9,953万円一般会計

5億7,252万円簡易水道事業
特
別
会
計

27億8,551万円公共下水道事業

6,879万円ラベンダーハイツ事業

7,747万円病院事業企
業
会
計 5億6,766万円水道事業

１12億7,148万円
（▲3億7,092万円）

合 計
（前年比較）

借入残高(112億7,148万円÷人口・世帯)
町民１人あたり 972,853円
１世帯あたり 2,146,948円

町の借金

残 高種 類

4億9,271万円財政調整基金【突発的な災害や緊急時に備
えたり年度間のお金の不均衡を調整するもの】

2億 648万円減債基金【借金の返済の増加に備えるもの】

7億6,113万円公共施設整備基金

特
定
目
的
基
金

【
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
も
の
】

2億1,574万円農業振興基金

4,090万円十勝岳地区振興基金

7,642万円国内外交流推進基金

1億3,782万円国営土地改良事業負担金基金

2億9,365万円地域福祉基金

1,104万円児童生徒教育振興基金

2,796万円ラベンダーの里ふるさと応援基金

22億6,385万円
（▲6,228万円）

一般会計合計
（前年比較）

18万円国民健康保険財政調整基金

4,580万円介護保険事業基金

0万円介護従事者処遇改善臨時特例基金

772万円ラベンダーハイツ施設整備基金

5,370万円
（1,384万円）

特別会計合計
（前年比較）

23億1,755万円
（▲4,844万円）

全会計合計
（前年比較）

2億 691万円北海道備荒資金組合基金

貯金額(23億1,755万円÷人口・世帯)
町民１人あたり 200,030円
１世帯あたり 441,438円

町の貯金

町町債債

基基金金

もうちょっと詳しく見てみるともうちょっと詳しく見てみると……

特集 まちの台所事特集 まちの台所事情情

貯金と借金
家計で言うなら、町債は借

金（ローン）、基金は貯金ということになりますが、個人の

ローンと少しだけ違う点があります。それは「世代間の負担

の公平性」ということです。

例えば、公共施設は何十年も使用します。建設時の一時的

な資金不足の対応という意味もありますが、それだけでなく

その建設財源を、施設を使用する後の世代にも負担していた

だくためにローンという形で返済していきます。

一方、貯金に当たる基金は、昨年のように災害が多発する

など不測の事態や、将来のさまざまな経費負担に対応できる

ように蓄えておくものです。

今後においても、貯金と借金のバランスを取りながら、健

全な財政運営に努めます。

自治体全体の歳入合計に対

する地方税の割合が3割程度という現状から生まれた「３割

自治」という言葉。わが町も例外ではなく、町税をはじめ、

保健福祉総合センターかみんや社会教育総合センターの使

用料、ごみ処理の手数料など、町が自ら収入できるお金であ

る自主財源総額でも3割にも満たないのが実情で、町の収入

のほぼ半分に当たる46.3％が、国からの地方交付税で賄われ

ています。交付税は、かかる経費と交付税以外の収入の差

し引き分、つまり収支の不足額を決められたルールに基づい

て算定し、一定割合を差し引いて国が補てんする制度です。

しかし、交付税の財源は国税。集まった税金以上に交付さ

れるものではありません。税収が上がらなければ配分額も

少なくなりますし、一定率の割り落としがありますので、

町の収支不足分の全額を補てんするものではありません。

そこで、少しでも多くの自主財源を確保することが重要に

なります。使用料、手数料については町民の皆さんに応分の

負担をいただくとともに、税の徴収については収入の確保と

税負担の公平性担保のため、滞納者に対する滞納処分（財産

の差押）を徹底し、平成24年度には107件執行しました。

その結果、景気の低迷から全国的に税収が落ち込む中、滞

納総額の圧縮と徴収率アップという結果となりました。

平成23年度
滞納総額

平成24年度
滞納総額

平成23年度
徴収率

平成24年度
徴収率

2,256万円2,088万円97.7％97.8％町税

3,140万円2,665万円90.8％91.3％国民健康保険税

依存財源と自主財源

煙道路・橋の整備など建設事業（10億93万円÷人口）
7,770円）（86,391円

313円）（80,525円煙借金の返済など（9億3,296万円÷人口）
8,838円）（12,426円煙貯金の積立て（1億4,397万円÷人口）

煙職員の給料や議員の報酬など人件費（１０億416万円÷人口）
▲775円）（86,670円

煙高齢者や障がい者などへの社会保障費（6億644万円÷人口）
1,669円）（52,342円

煙町立病院運営に対する助成（2億2,441万円÷人口）
900円）（19,369円

煙公共下水道事業に対する助成（1億2,165万円÷人口）
2,049円）（10,500円

（ ）は前年比較町民１人あたりで見る町民１人あたりで見るとと
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平
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24
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度
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職
員
数
の
状
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町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
人件費・給与費の状況 平成24年度決算

許職員給与費（一般会計決算）

給給料給料
4億4,6394億4,639万万（67.3（67.3％％））

期期末勤勉手当期末勤勉手当
1億4,850万1億4,850万円円（22.4（22.4％％））

職員手当職員手当
6,818万6,818万円円（10.3（10.3％％））

諮給与費に含むもの
・職員に毎月支給される給料
・各種手当（退職手当を除く）

諮一人当たり平均給与費
（一般職110人+特別職３人=113人）
・586万8千円

与費 6億6,307万円給

虚人件費（一般会計決算）

諮人件費に含むもの
・一般職、特別職の職員に対する給与
・議会議員や各種委員会委員の報酬
・共済費など（民間の社会保険料事業
主負担分に相当）

件費 10億6,878万円人

歳 出出 65億4,369万出 65億4,369万円円

ࢰ

鋸職員給与・年齢
北海道上富良野町

区 分
平均年齢平均給与月額平均年齢平均給与月額

45.4歳399,282円42.8歳370,101円一般行政職

49.4歳361,988円58.3歳323,800円技能労務職

類似団体上富良野町
区 分

平均年齢平均給与月額平均年齢平均給与月額

40.6歳354,557円37.00歳363,351円税務職

43.4歳326,490円42.05歳341,746円福祉職

50.0歳1,382,653円47.03歳1,162,433円医 師

42.3歳341,281円43.01歳365,008円看護・保健職

距職員初任給

北海道上富良野町区 分

172,200円172,200円大学卒
一般行政職

140,100円140,100円高校卒

魚特別職の報酬など
退職手当

期末手当給料（報酬）月額区 分
支給時期１期の手当額

算定方式
（退職日の給料月額×支給割合×在職期間）

任期満了時
14,762,880円20.504月分（平成24年度支給実績）

3.5月分

720,000円町 長

7,761,600円12.936月分600,000円副町長

（平成24年度支給実績）

3.5月分

275,000円議 長

205,000円副議長

170,000円議 員

職員の平均給与・平均年齢・初任給など 平成24年4月1日現在

漁一般行政職の級別職員数など

構成比職員数標準的な職務内容区分

11.8％12人
定型的な業務を行う職務
相当高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務

１級

2.9％3人高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務２級

24.5％25人

１主査等の職務
２主任の職務
３困難な業務を処理する主査等の職務
４困難な業務を処理する主任の職務

３級

29.4％30人
１主幹等の職務
２特に困難な業務を処理する主査等の職務

４級

18.6％19人
１課長等の職務
２困難な業務を処理する主幹等の職務

５級

12.8％13人困難な業務を処理する課長等の職務６級

禦職員の経験年数別・学歴別平均給与月額
経験年数
20～2４年

経験年数
15～１9年

経験年数
10～１４年区 分

366,500円342,500円295,500円大学卒
一般行政職

338,200円287,600円247,500円高校卒

給給与費給与費
6億6,307万6億6,307万円円
（62.（62.00％％））

その他報その他報酬酬・・共済費な共済費などど
4億571万4億571万円円（38.0（38.0％％））

人件費人件費
10億6,878万10億6,878万円円（（16.3％16.3％））
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享期末手当・勤勉手当

国北海道上富良野町

一人当たり平均支給額
（平成23年度）

一人当たり平均支給額
（平成24年度）

155万円124万8千円

(平成23年度支給割合)(平成23年度支給割合)(平成24年度支給割合)

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当

1.35月分2.60月分1.35月分2.60月分1.35月分2.60月分

(0.65)月分(1.45)月分(0.65)月分(1.45)月分(0.65)月分(1.45)月分

（加算措置の状況）（加算措置の状況）（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

・役職加算 5～20％・役職加算 5～20％・役職加算 なし

・管理職加算 10～25％・管理職加算 10～25％・管理職加算 なし

※（ ）内は、再任用職員に係る支給割合。

※北海道、国の平成２4年度数値が未公表のため、平成23年度の数値を使用。

亨特殊勤務手当

7万2千円支給実績（平成24年度決算）

5,164円支給職員一人当たり平均支給額
（平成24年度）

12.1％職員全体に占める手当支給職員
の割合（平成24年度）

★手当の種類

斬道路上除雪作業手当

斬滞納処分従事手当

斬野犬掃討手当

斬行旅病人・死亡人取扱手当

斬防疫等作業手当

供その他の手当
国の制
度との
異同

支給職員一人当た
り平均支給年額
（平成24年度決算）

支給実績
（平成24年度決算）

内容及び支給単価手当名

同じ239,933円1,511万6千円
配偶者 13,000円
扶養家族 6,500円
16歳から22歳まで5,000円加算

扶養手当

同じ244,504円562万4千円借家・借間 27,000円以内住居手当

異なる

自動車な
ど使用の
場合の額

81,825円130万9千円
自動車など使用の場合
通勤距離に応じて１灼４７５円を
乗じて得た額

通勤手当

異なる

支給額
371,667円1,115万円

課長職 ４０,０００円
主幹職 ３０,０００円

管理職手当

同じ97,758円1,094万9千円

世帯主である職員（扶養あり）
１３１,９００円
その他の世帯主である職員
７２,９００円
その他の職員 ５１,７００円

寒冷地手当

京時間外手当
支給職員一人当
たり平均支給年
額

支給実績年度

18万2千円1,509万2千円平成24年度

19万5千円1,620万6千円平成23年度

※平成23年度には、災害派遣（宮城県石巻市）

分が含まれています。

職員の手当の状況

僑定員適正化目標（数）

数値目標終期始期

計画 218人→189人
実績 218人→189人

平成２3年4月1日平成１８年4月1日第３次職員数
適正化計画

計画 193人→186人

平成２２年１２月1日現在
の職員数を基に設定

平成２7年4月1日平成23年4月1日第４次職員数
適正化計画

平成24年4月1日現在における職員数188人

（富良野広域連合派遣職員を含む）

定員適正化計画の数値目標と進捗状況

問合せ

総務課総務班 拶盈6400

行政ホームページ http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

侠部門別職員数
対前年
増減数

職 員 数区分

部門 平成23年平成24年

±033議 会

一

般

行

政

部

門

一
般

会

計

部

門

12324総 務

±066税 務

―――労 働

±01212農林水産

±044商 工

▲187土 木

±03030民 生

11011衛 生

１9697小 計

±01414教育部門

―――消防部門

1110111小 計

▲14645病 院
公
営
企
業
会
計
部
門

±044水 道

―――交 通

±033下 水 道

▲12524そ の 他

▲27876小 計

▲1188187合 計

職員数の状況
各年４月１日現在
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教
育
目
標
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
に
関

す
る
基
本
方
針
と
教
育
推
進
目
標
の
具
現
化

の
た
め
に
定
め
る
本
計
画
は
、
上
富
良
野
町

第
５
次
総
合
計
画
に
準
じ
て
平
成
21
年
度
か

ら
平
成
30
年
度
ま
で
の

30

10
年
間
を
計
画
期
間

と
し
て
お
り
、
今
年
度
は
そ
の
中
間
年
。

こ
の
間
の
教
育
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
学
校
教
育
基
本
計
画
を
校
長
会
が
中

心
と
な
り
、
社
会
教
育
中
期
計
画
は
社
会
教

育
委
員
の
会
議
が
諮
問
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ

協
議
を
重
ね
上
富
良
野
町
教
育
振
興
基
本
計

画（
改
訂
版
）の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
本
年
度
、
北
海
道

教
育
推
進
計
画（
改
訂
版
）や
上
川
教
育
推
進

プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
た
の
を
受
け
、
教
育
の

現
状
や
今
日
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
施
策
」
を
体
系
的
に
整
理

し
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成

26

30
年
度
ま
で
の

５
年
間
を
見
通
し
策
定
し
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
平
成
21
年
度
か
ら

施
行
し
て
い
る
第
７
次
社
会
教
育
中
期
計
画

が
最
終
年
と
な
り
、
学
校
教
育
と
同
様
、
北

海
道
教
育
推
進
計
画（
改
訂
版
）や
上
川
教
育

推
進
プ
ラ
ン
の
計
画
を
踏
ま
え
、
そ
の
進
捗

状
況
に
応
じ
検
証
を
進
め
、
具
体
的
な
施
策

や
事
業
な
ど
を
体
系
的
に
整
理
し
、
第
８
次

社
会
教
育
中
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

上
富
良
野
町
教
育
振

上
富
良
野
町
教
育
振
興興

基
本
計

基
本
計
画画（
改
訂
版
）

（
改
訂
版
）（
案
）

（
案
）

施
策
の
重
点
を
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
教
育
の
現
状
な
ど
か
ら
今
後

５
年
間
を
見
通
し
「
７
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
31
施

策
」
と
し
て
整
理
、
修
正
す
る
な
ど
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

①
確
か
な
学
力
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
確
か
な
学
力
の
育
成
プ
ラ
ン
」
に
よ
る

学
力
の
向
上
、
授
業
の
改
善
に
生
か
す
評

価
の
充
実
、
学
習
習
慣
を
含
む
望
ま
し
い

生
活
習
慣
の
定
着
、
外
国
語
教
育
の
充
実

②
豊
か
な
心
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
の
教
育
環
境
を
生
か
し
た
学
習
活
動

の
推
進
、
規
範
意
識
や
基
本
的
な
倫
理
観

の
育
成
、
生
徒
指
導
・
教
育
相
談
体
制
の

充
実
、
感
性
や
表
現
力
な
ど
を
高
め
る
読

書
活
動
の
推
進

③
健
や
か
な
体
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

健
康
の
保
持
増
進
指
導
の
充
実
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
た
体
力
づ
く
り
の

推
進
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
た

安
全
教
育
の
充
実
、
自
然
災
害
な
ど
へ
の

防
災
減
災
意
識
の
啓
発

④
開
か
れ
信
頼
さ
れ
る
学
校
の
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム

保
護
者
・
地
域
と
連
携
し
た
学
校
づ
く
り

第
７
次
中
期
計
画
の
「
５
領
域
７
の
推
進

項
目
」
を
、
第
８
次
で
は
「
６
領
域
16
の
推

進
項
目
」
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

《
家
庭
の
教
育
力
向
上
》

家
庭
教
育
の
学
習
機
会
・
情
報
提
供
と
相

談
体
制
の
充
実
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携

《
地
域
の
教
育
力
向
上
》

地
域
の
教
育
資
源
を
生
か
し
自
然
体
験
や

社
会
体
験
の
学
習
機
会
の
充
実
、
地
域
ぐ

る
み
で
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
体
制
づ

く
り

《
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
》

各
世
代
ご
と
の
学
習
活
動
の
推
進（
幼
児
、

少
年
、
青
年
、
成
人
、
高
齢
者
）、
各
関
係

機
関
と
の
連
携

《
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
》

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
と
健
康
づ
く
り
の

奨
励
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

《
文
化
の
振
興
》

文
化
活
動
へ
の
参
加
機
会
と
文
化
芸
術
鑑

賞
機
会
の
充
実
、
文
化
・
芸
術
環
境
の
充

実
、
郷
土
資
料
の
学
習
活
用
、
文
化
財
の

保
存

《
社
会
教
育
の
基
盤
整
備
》

学
習
機
会
・
情
報
の
提
供
と
相
談
体
制
の

充
実
、
住
民
の
社
会
参
画
や
協
働
に
よ
る

社
会
教
育
活
動
の

推
進
、
社
会
教
育

指
導
員
等
の
人
材

育
成
、
社
会
教
育

施
設
の
充
実

学
校
教

学
校
教
育育

社
会
教

社
会
教
育育

の
推
進
、
特
色
あ
る
教
育
と
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
の
推
進
、
自
然
環
境
や
地
域
の

伝
統
・
特
色
を
生
か
し
た
へ
き
地
・
複
式

教
育
の
充
実
と
と
も
に
「
特
認
校
」
の
推

進
、
幼
・
小
・
中
・
高
の
連
携
や
支
援
の

充
実

⑤
教
職
員
の
資
質
能
力
の
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
師
一
人
一
人
の
授
業
力
・
児
童
生
徒
理

解
力
な
ど
の
向
上
、
心
身
と
も
に
健
康
な

職
場
環
境
づ
く
り
の
促
進
、
幼
稚
園
教
員

の
研
修
活
動
へ
の
支
援

⑥
特
別
支
援
教
育
の
充
実
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
人
一
人
へ
の
指
導
の
充
実
、「
特
別
支
援

教
育
指
導
助
手
」
を
配
置
し
指
導
内
容
の

充
実
、
専
門
性
を
身
に
付
け
る
研
修
活
動

の
推
進
、
特
別
支
援
教
育
等
の
指
導
体
制

の
充
実
、
保
健
福
祉
課
と
の
連
携
と
支
援

⑦
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
材
・
教
具
と
周
辺
機
器
な
ど
の
整
備
充

実
、
老
朽
化
・
耐
震
化
な
ど
施
設
設
備
の

整
備
、
通
学
状
況
に
対
応
す
る
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
、
富
良
野
広
域
連
合
で
の
お

い
し
い
給
食
の
維
持
・
向
上
、
学
校
支
援

地
域
本
部
に
よ
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
、
幼
稚
園
就
園
へ
の
支

援
、
地
元
上
富
良
野
高
等
学
校
の
振
興
策

の
支
援

パブリックコメント あなたのご意見をお寄せくださパブリックコメント あなたのご意見をお寄せくださいい



「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
が
平
成
13
年
に
施
行
さ
れ
、
国
と
地

方
公
共
団
体
は
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
、
実
施
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

町
で
は
国
と
道
の
計
画
を
踏
ま
え
、
平
成

24
～
24

25
年
度
の
２
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た

「
上
富
良
野
町
子
ど
も
読
書
推
進
計
画
」
を

策
定
し
、
読
書
推
進
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
第
８
次
社

会
教
育
計
画
中
期
計
画（
平
成
26
～
26

30
年
度
）

の
策
定
に
合
わ
せ
、
第
１
次
計
画
の
成
果
と

課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
中
期
計
画
に
お
け
る

読
書
普
及
活
動
の
具
体
的
な
行
動
計
画
と
し

て
第
２
次
計
画
を
策
定
し
、
子
ど
も
の
読
書

の
更
な
る
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

18
歳
以
下
の
す
べ
て
の
子
ど
も

平
成
26
～
26

30
年
度
の
５
か
年

す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
自
ら
読
書
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
つ
く
り
ま
す
。

計
画
の
対

計
画
の
対
象象

牙 広報かみふらの２０１３.１０

《
目
標
及
び
方
策
》

１
《
家
庭
・
地
域
・
学
校
に
お
け
る
子
ど
も

の
読
書
活
動
の
推
進
》

陰
家
庭
や
学
校
等
で
の
読
書
活
動
の
習
慣
化

を
図
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す

（
１
）保
護
者
に
図
書（
読
書
）に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
よ
う
、
情
報
発
信
を
行
い
ま
す

（
２
）朝
読
書
や
読
み
聞
か
せ
の
時
間
を
設

け
、
子
ど
も
の
読
書
推
進
を
図
り
ま
す

（
３
）図
書
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
参
加
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す

隠
地
域
で
の
読
書
活
動
推
進
に
取
り
組
み
ま

す

（
１
）７
・
10
か
月
乳
幼
児
健
康
相
談
時
に
お

い
て
実
施
す
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に

お
い
て
、
対
象
乳
幼
児
保
護
者
に
読
み
聞

か
せ
の
意
義
を
周
知
し
ま
す

（
２
）ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
推
薦
図
書
リ
ス
ト
）を

配
布
し
、
各
学
齢
期
に
お
い
て
の
読
書
推

進
を
図
り
ま
す

２
《
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め

の
環
境
整
備
の
充
実
》

陰
家
庭
や
地
域
及
び
学
校
等
で
子
ど
も
が
身

近
に
読
書
に
親
し
め
る
環
境
を
つ
く
り
ま

す
本
が
身
近
に
親
し
め
、
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
読
み
聞
か
せ
や
企
画
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
を
実
施
し
ま
す

隠
学
校
図
書
室
及
び
図
書
館
が
子
ど
も
に
利

用
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
ま
す

（
１
）利
用
し
や
す
い
配
架
や
図
書
資
料
の
充

実
及
び
蔵
書
管
理（
整
理
）を
行
い
ま
す

（
２
）巡
回
移
動
図
書
や
図
書
館
及
び
学
校
図

書
室
相
互
貸
借
に
よ
り
、
子
ど
も
の
読
書

推
進
に
取
り
組
み
ま
す

韻
関
係
機
関
と
読
書
の
環
境
整
備
を
図
り
ま

す
子
ど
も
読
書
推
進
会
議
な
ど
で
関
係
機

関
と
の
情
報
交
換
を
図
り
、
子
ど
も
の
読

書
推
進
に
取
り
組
み
ま
す

３
《
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
関
す
る
理
解
と

関
心
の
普
及
》

暫
家
庭
や
地
域
及
び
学
校
等
が
様
々
な
場
面

に
お
い
て
読
書
の
意
義
を
伝
え
ま
す

出
前
講
座
や
各
関
係
機
関
の
活
動
日
、

参
観
日
な
ど
に
お
い
て
読
書
の
意
義
を
伝

え
る
た
め
、
広
報
啓
発
活
動
に
よ
る
読
書

推
進
に
努
め
ま
す

第
２
次
上
富
良
野

第
２
次
上
富
良
野
町町

子
ど
も
読
書
推
進
計

子
ど
も
読
書
推
進
計
画画（
案
）

（
案
）

計
画
期

計
画
期
間間

計
画
の
内

計
画
の
内
容容

計
画
の
理

計
画
の
理
念念

２
つ
の
計
画
に
対
す
る
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

10
月
10

10
日（
木
）～

10

10

１１
月

10

10

１１

10
日（
日
）

閲
覧
方
法

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
案
の
全
体
は

次
の
９
施
設
と
町
の
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

役
場
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み

ん
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
、
公
民

館
、
町
立
病
院
、
上
富
良
野
郵
便
局
、
Ｊ

Ｒ
上
富
良
野
駅
、
中
茶
屋
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の

上
富
良
野
支
所

提
出
方
法（
様
式
は
自
由
で
す
）

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、

町
民
ポ
ス
ト（
右
の
９
か
所
）

※
提
出
す
る
意
見
に
は
住
所
、
氏
名（
団
体

名
）、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
の
な
い
場
合
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

結
果
の
公
表

１２
月
上
旬

問
合
せ

内
容
の
問
合
せ
、
町
民
ポ
ス
ト
以

外
で
の
意
見
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
班
へ
直
接
お
願
い
し
ま
す
。

「
上
富
良
野
町
教
育
振
興
基
本
計
画（
改
訂

版
）」

教
育
振
興
課
学
校
教
育
班

拶
盈
６
６
９
９

鯖
盈
３
１
０
０

「
第
２
次
上
富
良
野
町
子
ど
も
読
書
推
進
計

画
」

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

拶
盈
５
５
１
１

鯖
盈
３
１
０
０

参
０
７
１
‐
０
５
６
３

上
富
良
野
町
緑
町
１
丁
目
９
番
４
号

ga-kyo
@
to
w
n.kam

ifurano
.lg.jp

sha-kyo
@
to
w
n.kam

ifurano
.lg.jp



高
血
圧
は
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
と
い
わ
れ

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
、
脳
血
管

疾
患
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
臓
病
、
慢
性
腎

臓
病
な
ど
に
進
行
し
、
日
常
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
平
成
20
～
20

24
年
の
特
定
健
診

受
診
者
の
中
で
、
中
等
症
高
血
圧
と
さ
れ
る

収
縮
期
血
圧（
上
の
血
圧
）160
以
上
の
人
の
割

！！！うううこここ行行行

へへへ診診診健健健
自
分
は
健
康
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
体

の
中
は
自
分
で
は
見
え
ま
せ
ん
。
健
診
を

受
け
て
、
ま
ず
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る

こ
と
が
、
健
や
か
な
毎
日
へ
の
第
１
歩
で

す
。
健
診
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
は
減
少
！

次
の
課
題
は
…

糖
尿
病
は
、
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
の
方
の
３
人
に
１

人
が
、
自
分
が
糖
尿
病
だ
と
気
付
い
て
い
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
で
て

く
る
の
は
か
な
り
進
行
し
て
か
ら
で
す
。

ま
た
、
H
b
A
1
c
の
値
は
採
血
で
し
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
早
い
段
階
で
糖
尿
病
を
見

つ
け
る
た
め
に
は
、
健
診
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
併
せ
て
、
生
活
習
慣
を
見
直
す

こ
と
も
大
切
で
す
。
町
で
は
、
野
菜
１
日
350

g
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
野
菜
に
含
ま
れ
る

食
物
繊
維
は
糖
を

吸
着
し
、
小
腸
で

の
吸
収
を
抑
え
て

く
れ
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。

北
海
道
民
の
実
態
は
…

糖
尿
病
有
病
者
を
減
ら
す
た
め
に
は

い
く
つ
か
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
１
つ

に
し
た
の
が
下
の
表
で
す
。
順
位
は
全
国
４７

都
道
府
県
中
で
多
い
順
で
す
。

北
海
道
は
糖
尿
病
患
者
の
割
合
が
高
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
の
原
因

と
な
る
肥
満
も
多
く
、
そ
の
背
景
と
し
て
歩

く
こ
と
や
野
菜
の
量
が
少
な
く
、
甘
い
も
の

は
よ
く
食
べ
る
習
慣
が
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
健
診
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

合
は
、
平
成
20
年
に

20

6.0
％
だ
っ
た
の
が
平
成

24
年
に
は

24

3.2
％
に
減
少
、
拡
張
期
血
圧（
下

の
血
圧
）100
以
上
の
割
合
も

100

2.1
%
か
ら

100

2.1

1.0
%

に
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
脳
血
管
疾

患
に
よ
る
死
亡
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
特
定
健
診
で
み
て
い
る
血
糖
値

の
約
１
～
２
か
月
の
平
均
で
あ
る
H
b
A
１

c（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ
イ
ワ
ン
シ
ー
）の
値

で
は
、
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
診
断
基
準

の
6.5
％
以
上
の
人
の
割
合
が
、
平
成

6.5

20
年
の

6.2
％
か
ら
平
成

6.2

24
年
に
は

6.2

24

8.4
%
と
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
は
、
糖
尿
病
性
網
膜

症
や
糖
尿
病
性
腎
症
、
糖
尿
病
性
神
経
障
害

の
３
大
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
だ
け
で
は
な

く
、
認
知
症
や
が
ん
の
発
症
と
の
関
連
も
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
健

康
か
み
ふ
ら
の
21
計
画（
第
2
次
）で
は
、
糖

尿
病
有
病
者
の
増
加
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

広報かみふらの２０13.１０ 杭

平成23年 厚生労働省患者調査、平成23年 国保中央会報告、平成18～22年国民健康・栄養調査、
平成18～22年 国民健康・栄養調査、平成22～24年平均 総務省家計調査より抜粋

特定健診生活習慣肥満糖尿病

特定健診
受診率

食品の年間購入金額
1日の野菜摂取量
（20歳以上）

1日の歩数
（20歳以上）

肥満者の
割合

（20～69歳）

入院受療率
（人口10万人対） 炭酸飲料

チョコレート
菓子

女性男性女性男性男性

32.7％4,038円1,192円285ｇ301ｇ6,287歩7,225歩32.7％19％全国

23.5％5,222円1,758円264ｇ272ｇ5,825歩6,958歩38.5％32％北海道

44位2位5位37位43位35位26位8位9位全国での順位

虚 許 距 鋸

糖
尿
病
と
関
連
性
の
あ
る
病
気

・
糖
尿
病
性
網
膜
症
（
失
明
）

・
糖
尿
病
性
腎
症
（
人
工
透
析
）

・
糖
尿
病
性
神
経
障
害

・
認
知
症

・
が
ん

・
脳
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）

・
心
筋
梗
塞

・
閉
そ
く
性
動
脈
硬
化
症
（
下
肢
切
断
）

・
糖
尿
病
足
病
変
（
か
い
よ
う
、
水
虫
）

・
歯
周
病
、
肺
炎
な
ど
の
感
染
症



がん検診

前立腺がん検診
結核検診
肺がん検診

大腸がん検診レディース健診
（特定健診＋子宮がん＋乳がん検診）

検診の種類

ＰＳＡ検査
（血液検査）

胸部Ｘ線検査
便潜血反応
検査2日法

乳がん検診子宮がん検診

検査方法 マンモグラフィー検
査、視触診

子宮頚部細胞診
超音波検査

50歳以上の男性

肺がん検診
４０歳以上

結核検診
６５歳以上

４０歳以上４０歳以上（女性）20歳以上（女性）対象年齢

1,700円

無料
＊必要時、喀痰検査
６９歳以下 1,000円
７０歳以上 ５００円

６９歳以下 1,000円
７０歳以上 ５００円

20～39歳 2,700円
40～69歳 5,700円
70～74歳 2,850円
75歳以上 2,350円

※乳がん、子宮がん検診は2年に1度、助成
が受けられます。

受診料

当日、受け付け
の際に申込み

6月下旬に個別案内必要必要事前申込み

国保・後期高齢者 国保以外の方
11月７日（木) 11月８日（金)
６：００～１１：００ ６：００～１１：００

11月６日（水）
７：00～７：30
10：00～10：30
11：00～11：30

（８：00と９：00は受付終了）

日 時

**がん検診は特定健診と一緒に受けられます*がん検診は特定健診と一緒に受けられます。。

酸健診会場

保健福祉総合センターかみん健 診 日健 診 日 程程
【後期高齢者健診】【特定健診】【若年者健診】健診の種類

75歳以上
昭和14年3月31日
以前生まれ

40歳～74歳
昭和14年4月1日～
昭和49年3月31日生まれ

20歳～39歳
昭和49年4月1日～
平成６年3月31日生まれ

対象年齢
平成26年3月
31日現在

後期高齢者
医療保険

被用者保険
（国保以外の保険）

上富良野町
国民健康保険

被用者保険
（国保以外の保険）

上富良野町
国民健康保険

加入してい
る健康保険

６月下旬にあり
健康保険により異な
ります。加入中の保
険に確認を

６月下旬にありなし６月下旬にあり健診案内

不要不要必要不要事前申込み

ありありなしなし受診券

身体測定（腹囲以外）
血圧測定
尿検査
血液検査
診察

【共通項目】身体測定・血圧測定
血液検査・尿検査・診察

身体測定
血圧測定
尿検査
血液検査
診察

健診内容
健康保険によって異
なります

追加の血液検査・眼
底検査・心電図

500円
加入中の健康保険に確
認を

40～69歳2,000円
70～74歳1,000円

1,000円受診料

11月７日（木）
６：00～１１：00

11月８日（金）
６：00～11：00

11月７日（木）
６：00～１１：00

11月７日（木）
６：00～１１：00

健診日時

暫保険者証
暫受診券
暫受診料
暫問診票など送付し
た書類一式

暫保険者証
暫受診券
暫受診料
暫問診票など送付し
た書類一式

暫保険者証
暫受診券
暫受診料
暫問診票など送付し
た書類一式

暫保険者証
暫受診料
暫問診票など送付し
た書類一式

暫保険者証
暫受診料
暫問診票など送付し
た書類一式

持参する
も の

高血圧・糖尿病・高
脂血症などで通院中
の方も受診を

特定健診の対象外
町の独自事業

備 考

・昨年度まで職場や医療機関などで健診を受け、今年度から健診を希望する方は右下までお問合せください。
・職場や医療機関などで受けた健診結果を保健福祉課にお持ちいただくことで町としての受診率が向上し、
皆さんの医療費を安く抑えることができます。また、健診データを一括管理し蓄積することで、きめ細か
な保健指導が可能となります。保健福祉課への健診結果の提出にご協力をお願いいたします。

国保の方へ

問合せ 保健福祉課健康推進班 拶盈6987

校 広報かみふらの２０１３.１０
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重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
に
特
別
な
介
護
が
必
要
な
方
は
、
特

別
障
害
者
手
当
な
ど
が
受
給
で
き
ま
す
。

手
当
の
認
定
に
つ
い
て
は
審
査
が
あ
り
、

該
当
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
児
童
の
、
父
母
や
父
母
以

外
で
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

対
象
と
な
る
児
童

煙
身
体
障
害
者
手
帳
の
お
お
む
ね
１
～
３
級

程
度
に
該
当
す
る
児
童（
内
部
的
疾
患
を

含
む
）

煙
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
・
Ｂ
程
度
の
知
的

障
が
い
ま
た
は
同
程
度
の
精
神
障
が
い
の

児
童（
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
児
童
も
対

象
と
な
り
ま
す
）

支
給
額

児
童
１
人
に
つ
き

１
級（
重
度
）

月
額

５
万
50
円

２
級（
中
度
）

月
額

３
万
3
千
330
円

※
平
成
２５
年
２５

10
月
改
定

所
得
に
よ
る
支
給
制
限

請
求
者（
本
人
）や
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
限
度
額
以
上
で
あ
る
場
合
は
、
そ

の
年
度（
8
月
か
ら
翌
年
7
月
ま
で
）の
手
当

の
支
給
が
停
止
と
な
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
障
が
い
者
や
ひ
と
り

親
家
庭
を
経
済
的
に
支
援
す
る
た
め
に
各
種

手
当
を
設
け
て
い
ま
す
。

手
当
に
は
、
ぞ
れ
ぞ
れ
対
象
要
件
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
過
去
に
対
象
外
と

な
っ
て
い
て
も
、
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

障
が
い
が
あ
る
方
へ

特
別
障
害
者
手
当

対
象

身
体
、
知
的
、
精
神
に
重
度
の
障
が

い
が
あ
り
、
常
時
特
別
な
介
護
が
必
要
な

満
20
歳
以
上
の
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
方

支
給
額

月
額

２
万
６
千
８０
円

※
平
成
２５
年
２５

10
月
改
定

障
害
児
福
祉
手
当

対
象

身
体
、
知
的
、
精
神
に
重
度
の
障
が

煙
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る
方

※
所
得
控
除
に
よ
っ
て
は
、
限
度
額
に
変
動

が
あ
り
ま
す
。
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い

て
は
、
担
当
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

次
の
方
は
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す

煙
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

煙
3
か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
方（
特
別
障

害
者
手
当
の
み
）

障
が
い
が
あ
る
児
童
を

育
て
て
い
る
方
へ

特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
、
知
的
ま
た
は
身
体
障
が
い
な
ど
が

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
手
当
で
す
。

手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
が
申
請
し
、

道
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自

立
の
促
進
を
目
的
と
し
た
手
当
で
す
。

手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
が
申
請
し
、

道
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

次
に
該
当
す
る
児
童
の
父
母
や
、
父
母
以

外
で
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

対
象
と
な
る
児
童

対
象
年
齢

煙
18
歳
以
下
の
児
童（

18

18
歳
の
方
は
、

18

18

18
歳

の
誕
生
日
か
ら
そ
の
後
に
来
る
３
月
31
日

ま
で
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

煙
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
場
合

は
、
20
歳
未
満
の
児
童

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

手当が支給される
収入の目安

20
歳

以
上

20
歳

未
満

い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介

護
が
必
要
な
満
20
歳
未
満
の
在
宅
生
活
を

し
て
い
る
方

支
給
額

月
額

１
万
４
千
１８０
円

※
平
成
２５
年
２５

10
月
改
定

⅁⅁
⅛⅛
਀਀
൚൚

ご
存
じ
で
す
か

ご
存
じ
で
す
か
？？

障障
が
い
者
が
あ
る
方
・
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

障
が
い
者
が
あ
る
方
・
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へへ

所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
担
当
へ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

家
族
４
人
で
、
お
父
さ
ん
の
年

収
が
770
万
円
の
世
帯
は
、
手
当
の

対対
象象
に
な
り
ま
す
。



国
民
年
金
に
は
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
全
額
か
一
部
が
免
除

さ
れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」
や
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
者
な
ど
が
該
当
す
る
「
法
定
免

除
制
度
」、
若
年
層
を
対
象
に
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」、
学
生
を
対
象
と
し
た
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど
の
承
認

を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
を
計
算
す
る
時
に
必
要
な
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る

年
金
額
は
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
に

比
べ
少
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
承
認
を
受
け
た
期
間

が
10
年
以
内
の
も
の
に
限
り
、
後
で
保
険
料

を
納
付（
追
納
）す
る
こ
と
で
、
老
後
に
受
け

取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど

の
承
認
を
受
け
た
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合

は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

追
納
を
希
望
す
る
方
は
、
役
場
か
年
金
事

務
所
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所

拶
０
１
６
６
‐
２
７
‐
１
６
１
１

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班拶

盈
６
９
８
５

今
月
の

年年
金金
の
お
話

蛾 広報かみふらの２０１３.１０

対
象
要
件

煙
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父（
母
）と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い

煙
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た

煙
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

煙
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

煙
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
に
わ
た
り
遺

棄（
養
育
義
務
を
放
棄
）さ
れ
て
い
る

煙
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
に
わ
た
り
拘
禁

煙
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た

煙
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る（
孤
児
な
ど
）

対
象
と
な
ら
な
い
場
合

煙
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

煙
父
ま
た
は
母
が
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る

煙
父
ま
た
は
母
の
配
偶
者
に
養
育
さ
れ
て
い

る
煙
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
、
里
親
に
委

託
さ
れ
て
い
る

煙
婚
姻
の
届
け
出
は
し
な
く
て
も
、
事
実
上

の
婚
姻
関
係（
内
縁
関
係
な
ど
）が
あ
る

支
給
額

児
童
の
人
数
と
所
得
に
よ
っ
て
支

給
額
が
変
わ
り
ま
す
。

収
入
に
よ
る
支
給
制
限

受
給
資
格
者（
請
求
者
）や
同
居
の
扶
養
義

務
者
な
ど
の
前
年
の
収
入
が
、
次
の
表
の
限

度
額
以
上
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
度（
8

月
か
ら
翌
年
7
月
ま
で
）の
手
当
の
支
給
が

制
限
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
控
除
に
よ
っ
て
は
、
限
度
額
に
変
動

が
あ
り
ま
す
。

一部支給全部支給児童数

所得に応じて
41,130円～

9,710円
（10円刻み）

41,140円１人

児童1人の手当
額に5,000円加
算した額

46,140円２人

児童1人増すごと3,000円
加算した額

３人～

※平成２５年10月改定

配偶者・扶養義務者

孤児などの養育者

受給資格者（本人）

一部支給全部支給扶養親族数

372万7千円311万5千円92万円0人

420万3千円365万1千円130万円1人

467万5千円412万7千円171万9千円2人

515万1千円460万3千円227万1千円3人

562万7千円507万5千円281万5千円4人

610万3千円555万1千円335万9千円5人

受給資格者等の収入制限限度額

手
当
に
よ
っ
て
必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま

す
。
ま
た
、
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
も
、

住
所
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
各
担
当
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

特
別
障
害
者
手
当

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班拶

盈
６
９
８
７

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

拶
盈
６
９
８
７

全
て
の
手
当
の
手
続
き
は

児童扶養手当支給額一覧

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
月
の
初
日
か
ら
7
年
が

経
過
し
て
か
ら
の
申
請
は
、
支
給

要
件
に
該
当
し
て
い
て
も
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

所
得
制
限
な
ど
で
対
象
外
と
な

る
場
合
で
も
、
７
年
が
経
過
す
る

前
に
申
請
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！



広報かみふらの２０13.１０ 賀

上
富
良
野
町
と
カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
が
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
だ
１
９
８
５
年（
昭

和
60
年
）か
ら
町
で
は
、
見
聞
と
知
識
を
広
め
国
際
性
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
３

年
ご
と
に
町
内
の
中
学
生
、
高
校
生
を
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
に
派
遣
す
る
上
富
良
野
町
青
少
年
国

際
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

７
回
目
と
な
る
今
回
は
、
７
月
２６
日（
金
）～
８
月
３
日（
土
）の
８
泊
９
日
の
日
程
で
中
学

生
9
人
、
高
校
生
２
人
の
計
１１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
親
元
を
離
れ
、
カ
ナ
ダ
の
自
然
や
文

化
に
触
れ
て
、
ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
だ
っ
た
生
徒
た
ち
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

上
富
良
野
町
青
少
年
国
際
交
流
事
業

飛
行
機
で

カ
ム
ロ
ー
ズ
市
へ

訪
問
前
に
事
前
研
修
と
し
て
、
前
英
語
指

導
助
手
の
グ
レ
ン
先
生
か
ら
英
会
話
や
カ
ナ

ダ
の
生
活
習
慣
を
学
ん
だ
一
団
は
、
新
千
歳

空
港
か
ら
飛
行
機
を
乗
り
継
ぎ
、
カ
ナ
ダ
に

到
着
。
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
温
か
く
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
３
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

カ
ナ
ダ
の
生
活
を
実
際
に
体
験
。
生
徒
た
ち

は
、
英
語
だ
け
の
生
活
に
「
会
話
が
通
じ
な

い
の
で
は
？
」
と
不
安
そ
う
な
表
情
で
し
た

が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
心
遣
い
と
生
徒

た
ち
が
一
生
懸
命
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
た
こ
と
で
す
ぐ
に
家
族
と
な
じ
み
、
日

本
と
違
う
生
活
文
化
に
驚
き
な
が
ら
も
、
楽

し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

３
日
目
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
事
前

研
修
で
練
習
し
た
、
英
語
で
の
上
富
良
野
町

バ
ン
フ
で
は
、
3
千
m
級
の
カ
ナ
デ
ィ
ア

ン
ロ
ッ
キ
ー
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
氷
原
を
見
学

し
、
野
生
動
物
を
間
近
に
見
る
な
ど
、
手
つ

か
ず
の
大
自
然
を
体
験
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
氷
原
で
は
、
実
際
に
氷
河

の
上
を
歩
き
、
溶
け
た
水
に
も
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
現
地
ガ
イ
ド
の
「
地
球
の

温
暖
化
に
よ
り
氷
河
が
年
々
溶
け
て
い
る
た

め
、
氷
河
の
上
を
実
際
に
歩
く
体
験
が
で
き

る
の
は
今
年
で
最
後
」
と
の
説
明
に
、
生
徒

た
ち
は
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
環
境
問
題
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

バ
ン
フ
で
カ
ナ
ダ
の

自
然
に
触
れ
る

カ
ナ
カ
ナ
ダダ
紀
行
紀
行

7/26
ホストファミ
リーと一緒に

7/27
ダンカンモール
で買い物

の
紹
介
と
カ
ナ
ダ
国
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

カ
ム
ロ
ー
ズ
市
の
出
席
者
は
笑
顔
で
う
な

ず
き
、
歌
に
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
こ

の
交
流
を
通
し
て
お
互
い
の
絆
を
、
更
に
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

異異
国
の
自
然
と

異
国
の
自
然
と

文
化
に
ふ
れ
る

文
化
に
ふ
れ
る

７
月
26
日

～
28
日

７
月
29
日

～
30
日

問
合
せ

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

拶
盈
５
５
１
１

広広報報かみふらの２０1かみふらの２０133.１０.１０ 賀賀

7/28
カミフラノパー
クで記念撮影 写真で見る

カナダの

思い出

7/28
歓迎レセプショ
ンで町を紹介
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バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
、
１
日
目
に
グ
ラ
ン

た
け
ど
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
英
語
を
身
近
に

感
じ
た
。
カ
ナ
ダ
の
生
活
を
体
験
で
き
て
よ

か
っ
た
」「
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
や
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
氷
原
な
ど
、
大
自
然
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
て
感
動
し
た
」
な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
た
ほ
か
、「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
見
学

し
た
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に

進
学
し
た
い
」「
カ
ナ
ダ
で
就
職
し
て
み
た

い
」
な
ど
、
今
回
の
訪
問
で
抱
い
た
将
来
の

希
望
を
語
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
カ
ナ
ダ
を
訪
問
し
、
異
文
化

を
肌
で
感
じ
、
多
く
の
人
と
触
れ
合
っ
た
こ

と
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
大
き
く
成
長
す

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

ビ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
と
ス
タ
ン
レ
ー
パ
ー
ク
、

２
日
目
に
は
学
生
ガ
イ
ド
か
ら
説
明
を
受
け

な
が
ら
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

の
構
内
を
見
学
。
そ
の
後
の
市
内
中
心
部
へ

の
移
動
に
は
市
内
バ
ス
を
利
用
し
、
現
地
の

交
通
機
関
を
体
験
し
ま
し
た
。

7/30コロンビア7/30コロンビア大大
氷原雪上氷原雪上車車

7/28
カムローズコミュニ
ティ博物館

7/297/29ボウ滝見ボウ滝見学学7/37/311
グランビルアイラングランビルアイランドド

7/37/311
オリンピックの聖火オリンピックの聖火台台

8/2
バンクーバー
空港で似顔絵を

旭
川
南
高
等
学
校

３
年

佐
々
木
優
衣

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
マ
マ
の
話
が
ほ

と
ん
ど
聞
き
取
れ
ず
不
安
で
し
た
が
、
聞
き

取
れ
た
と
き
は
、
う
れ
し
く
て
思
わ
ず
大
声

で
答
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
と
て

も
盛
り
上
が
り
、
た
く
さ
ん
話
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
毎
日
が
ホ
ー
ム
ス
テ
で
も
い
い

な
ぁ
と
思
う
く
ら
い
楽
し
か
っ
た
で
す
。

富
良
野
高
等
学
校

３
年

吉
田
咲
妃

カ
ル
ガ
リ
ー
の
空
港
の
看
板
に
書

P
assio
n
is
lo
ud
er

か
れ
て
い
た
「

than
w
o
rd
s

（
情
熱
は
言
葉
よ
り
多

く
を
語
る
）」の
言
葉
の
と
お
り
、
研

修
中
は
私
の
情
熱
を
く
み
取
っ
て
も

ら
っ
て
の
会
話
で
し
た
。
な
の
で
、

会
話
が
成
り
立
っ
た
と
き
は
す
ご
く

う
れ
し
く
、
会
話
が
で
き
る
英
語
力

を
身
に
着
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

上
富
良
野
中
学
校

２
年

會
田
サ
キ

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
と
き
、
「
夜
食
は
リ
ン

ゴ
と
ニ
ン
ジ
ン
ど
ち
ら
に
す
る
？
」
と
聞
か

れ
、
私
が
ニ
ン
ジ
ン
を
選
ぶ
と
丸
ご
と
１
個

出
て
き
た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
で
も

す
ご
く
甘
く
て
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

上
富
良
野
中
学
校

２
年

石
塚
瑠
奈

ダ
ガ
ン
モ
ー
ル
で
買
い
物
す
る
と
き
、
お

金
の
払
い
方
が
よ
く
分
か
ら
ず
、
手
伝
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
言
葉
と
通
貨
が
変
わ
る
と

で
き
な
く
な
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

上
富
良
野
中
学
校

２
年

迫
田
明
莉

印
象
深
い
の
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
氷
原
で
、

雪
上
車
に
乗
り
、
氷
河
を
歩
い
た
り
、
溶
け

た
水
を
飲
み
ま
し
た
。

た
だ
、
氷
河
が
今
も
溶
け
続
け
て
い
る
こ

と
で
、
見
学
し
た
こ
の
場
所
も
今
年
で
最
後

だ
と
い
う
こ
と
が
残
念
で
す
。

7/29
ホストファミリー
との別れを惜しむ

7/30
コロンビア大氷原の
溶けた水に触れて

7/30
ボウレイク

帰
国
後
、
8
月
30
日
に
行
っ
た
解
団
式
の

研
修
報
告
で
は
「
最
初
、
英
語
が
不
安
だ
っ

７
月
31
日

～
8
月
３
日

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で

大
学
を
見
学

青
少
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
て

7/287/28カムローズコミュニティ博物カムローズコミュニティ博物館館

8/1
ブリティッシュ
コロンビア大学
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参参加参加者者レポーレポートト
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やっぱやっぱりり今日今日もも
あしたあしたもも
あさってあさってもも このまちこのまちがが

好きだか好きだからら

教
育
委
員
会
が
西
小
学
校
の
天
文
台
で
行

う
月
１
回
の
天
体
観
望
会
の
ほ
か
、
大
雪
青

年
の
家
や
町
外
の
小
学
校
の
天
体
教
室
に
も

講
師
と
し
て
出
向
き
、
最
近
で
は
他
町
の
高

齢
者
大
学
か
ら
も
「
日
常
生
活
と
宇
宙
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
話
し
て
ほ
し
い
」
と
声
が

か
か
り
、
本
業
以
外
で
も
忙
し
い
様
子
。

「
天
文
に
関
す
る
知
識
が
ど
れ
く
ら
い
あ

る
か
と
い
う
国
立
天
文
台
の
調
査
で
、
上
富

良
野
の
小
学
校
中
学
年
の
約
４
割
が
『
地
球

の
周
り
を
太
陽
が
回
っ
て
い
る
』、
そ
し
て

『
月
の
満
ち
欠
け
が
起
き
る
の
は
、
い
ろ
い

ろ
な
形
の
月
が
あ
る
か
ら
』
と
答
え
て
い
る

ん
で
す
。
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
す
よ
ね
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
星
空
の
ラ
イ

ブ
映
像
を
配
信
す
る
公
開
天
文
台
の
可
能
性

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た
経
験
か
ら
、
実
際

に
自
分
の
天
文
台
で
の
映
像
を
北
海
道
大
学

の
教
室
に
流
す
企
画
を
行
っ
た
り
、
町
内
で

も
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
ラ
イ
ブ
中
継

を
行
う
な
ど
、
科
学
を
よ
り
身
近
な
も
の
に

す
る
た
め
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

「
事
前
に
撮
影
し
た
映
像
で
は
観
望
会
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
同
時
中
継
で
な

け
れ
ば
。
そ
し
て
、
中
継
先
に
い
る
方
か
ら

質
問
を
受
け
た
り
、
答
え
た
り
で
き
る
こ
と

で
臨
場
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
体
が
不
自
由
で

天
文
台
に
行
け
な
い
方
も
い
ま
す
。
天
文
台

は
星
が
た
く
さ
ん
見
え
る
所
と
い
う
こ
と

で
、
不
便
な
と
こ
ろ
に
造
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
こ
の
手
法
を
使
え
ば
、
天
文
台

に
行
か
な
く
て
も
、
地
球
の
裏
側
で
見
え
て

い
る
星
空
で
も
ラ
イ
ブ
で
見
れ
る
ん
で
す
」

私
た
ち
住
む
者
に
と
っ
て
は
、
見
慣
れ
た

か
み
ふ
の
星
空
。「
か
み
ふ
の
星
空
っ
て
ど

う
な
ん
で
す
か
？
」
と
聞
い
て
み
る
と
、
平

成
22
年
に
朝
日
新
聞
が
行
っ
た
星
空
に
関
す

る
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト（
回
答
総
数
5
千
16

人
、
複
数
回
答
）の
結
果
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
１
位
は
何
と
富
良
野（
！
）で
2
千
258

人
、
2
位
は
沖
縄
の
石
垣
島
で
２
千
192
人
。

「
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
石
垣
島
を
抑
え
て
の
１
位
な
ん

で
す
。
星
が
き
れ
い
に
見
え
る
に
は
、
空
気

が
澄
ん
で
い
る
こ
と
よ
り
も
明
か
り
が
少
な

い
こ
と
が
絶
対
。
と
い
う
こ
と
は
、
人
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
ど
ね（
笑
）」

「『
か
み
ふ
ら
の
』
と
い
え
ば
ラ
ベ
ン
ダ
ー

や
豚
さ
が
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

星
空
だ
っ
て
全
国
に
誇
れ
る
く
ら
い
素
晴
ら

し
い
。
だ
か
ら
ぜ
ひ
一
度
、
天
体
観
望
会
に

参
加
し
て
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
ほ

し
い
で
す
ね
」

中
学
校
の
時
に
は
天
文
ク
ラ
ブ
に
所
属
。

愛
知
県
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
関
連

の
会
社
を
経
営
し
多
忙
を
極
め
る
毎
日
の
中

で
、
ふ
と
昔
を
思
い
出
し
、
口
径
2525
cm
の
望

遠
鏡
を
購
入
。
そ
の
後
、
岐
阜
県
の
山
奥
に

引
っ
越
し
、
4040
cm
の
望
遠
鏡
を
備
え
た
私
設

の
天
文
台
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

が
、
望
遠
鏡
を
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム
が
望
遠

鏡
と
同
じ
く
ら
い
高
額
だ
っ
た
こ
と
か
ら

「
そ
れ
な
ら
自
分
で
作
っ
ち
ゃ
え
」
と
開
発

し
た
の
が
、
そ
も
そ
も
の
「
か
み
ふ
ら
の
」

と
の
縁
の
始
ま
り
。

天
体
の
観
測
を
す
る
た
め
、
電
気
と
水
道

が
引
け
て
、
周
り
に
家
の
な
い
場
所
と
い
う

こ
と
で
旭
野
地
区
の
山
林
だ
っ
た
と
こ
ろ
に

住
む
こ
と
を
決
め
た
そ
う
で
、
上
富
良
野
で

の
暮
ら
し
は
ど
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
と

て
も
快
適
で
す
よ
。
た
だ
、
冬
が
来
な
け
れ

ば
ね
ぇ
…
」
と
笑
う
中
西
さ
ん
。

ཤཤཤ٬٬٬ൽൽൽఱఱఱ学学学ࣞࣞࣞ൝൝൝֗֗֗ޗޗޗଔଔଔૺૺૺࢹࢹࢹܥܥܥ

֥֥֥ݪݪݪࡄࡄࡄ ಎಎಎ ୌୌୌ ࿭࿭࿭ ౳౳౳ さささͭͭͭ

問合せ 町民生活課自治推進班 拶盈6985

天体観望会で星の説明をする中西さ天体観望会で星の説明をする中西さんん

なかにし・やすお 昭和31年、愛知県生まれ。

望遠鏡の動きを制御するプログラムを開発していた関係から、

上富良野西小学校のチャレンジ天文台の建設に携わったことが

きっかけで上富良野に移住。広報かみふらの10日号の最終ページ

の連載「夜空を見上げれば…」の寄稿もお願いしています。左の写

真は、公開天文台の中では道内で５番目に大きい望遠鏡を備えた

自宅の天文台の前で「専属観測員」の愛犬、「ガリレオ」ちゃんと。



駕 広報かみふらの２０１３.１０

長
寿
を
祝
う

道
内
最
高
齢
110
歳

松
田
し
の
ぶ
さ
ん

９
月
１５
日
の
「
老
人
の
日
」
と
９
月

１５

１６
日

の
「
敬
老
の
日
」
に
ち
な
み
、
町
内
の
各
地

域
で
は
、
社
会
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
き

た
高
齢
者
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
、
敬
老
会

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
に
は
100
歳
以
上
の
高
齢
者
が
４
人
お

り
、
こ
の
う
ち
110
歳
の
松
田
し
の
ぶ
さ
ん
は

道
内
最
高
齢
！

こ
の
こ
と
を
記
念
し
て
100

歳
以
上
の
方
ご
本
人
や
ご
家
族
に
、
長
寿
の

秘
け
つ
を
尋
ね
て
み
ま
し
ま
し
た
。

９
月
15
日
の
老
人
の
日
を
迎
え
、
道
内
最

高
齢
の
110
歳
の
松
田
し
の
ぶ
さ
ん
に
は
、
高

橋
は
る
み
知
事
か
ら
お
祝
い
状
が
贈
ら
れ
、

１７
日
に
入
所
し
て
い
る
町
立
病
院
内
の
老
人

保
健
施
設
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ベ
ッ
ド
で
寝
た
き
り
の
し
の
ぶ
さ
ん
に
代

わ
り
二
男
の
松
田
勝
利
さ
ん
が
出
席
し
、
向

山
町
長
か
ら
は
お
祝
い
状
、
病
院
の
坂
田
看

護
師
長
か
ら
は
花
束
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

勝
利
さ
ん
は
「
本
人
が
頑
張
っ
て
い
る
か

ら
祝
っ
て
も
ら
え
る
。
私
も
あ
り
が
た
い
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
、
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ

て
い
る
し
の
ぶ
さ
ん
へ
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
よ

か
っ
た
な
あ
」
と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

「
最
近
は
、
ほ
と
ん
ど
寝
て
い
る
け
ど
、
103

歳
ま
で
は
大
き
な
病
気
に
も
か
か
ら
ず
元
気

で
し
た
。
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
し

て
、
時
に
は
お
か
ゆ
も
炊
い
て
ま
し
た
。
105

歳
ま
で
は
自
分
で
歩
い
て
い
た
し
、
医
師
か

ら
は
内
臓
は
丈
夫
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。」

「
元
気
の
秘
け
つ
は
三
食
き
ち
ん
と
食
べ

る
こ
と
か
な
？

あ
と
、
お
や
つ
は
食
べ
な

い
」
と
、
勝
利
さ
ん
は
し
の
ぶ
さ
ん
の
今
ま

で
を
振
り
返
っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
最
高
齢
は
115
歳
の
女
性
。
し

の
ぶ
さ
ん
も
負
け
な
い
く
ら
い
、
長
生
き
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

地域で楽しむ敬老会 ９
月
１７
日
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
で
は

「
長
寿
を
祝
う
会
」
が
行
わ
れ
、
白
寿（
99

歳
）を
迎
え
た
福
井
妙
教
さ
ん
と
101
歳
の
櫻

井
ト
キ
さ
ん
に
向
山
町
長
か
ら
お
祝
い
の
品

が
手
渡
さ
れ
、
入
所
者
か
ら
は
た
く
さ
ん
の

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
櫻
井
ト
キ
さ
ん
の
三
女
、
櫻
井

博
子
さ
ん
も
駆
け
付
け
、「
母
さ
ん
、
お
祝
い

し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
ね
」
と
今
ま
で
の

苦
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

「
今
の
と
こ
ろ
、
何
と
も
な
い
よ
」
と
体

調
に
つ
い
て
の
ん
び
り
話
す
ト
キ
さ
ん
。

博
子
さ
ん
は
「
今
は
車
い
す
に
座
っ
て
い

ま
す
が
、
3
年
前
ま
で
は
正
座
で
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
長
生
き
な
の
は
、
母
の
く
よ
く

よ
し
な
い
性
格
が
い
い
の
か
も
」
と
話
し
、

「
母
さ
ん
も
110
歳
の
方
に
負
け
な
い
よ
う
頑

張
っ
て
長
生
き
し
よ
う
ね
」
と
笑
顔
で
声
を

か
け
て
い
ま
し
た
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
で
お
祝
い

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
で
お
祝
い
会会

毎
年
、
町
内
で
は
地
域
ご
と
で
趣
向
を
凝

ら
し
た
敬
老
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

9
月
14
日
に
は
住
吉
住
民
会
の
敬
老
会
が

住
吉
会
館
で
行
わ
れ
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者

52
人
が
出
席
し
、
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
。

「
私
は
初
参
加
な
の
璽
」「
違
う
っ
し
ょ
！

ベ
テ
ラ
ン
で
し
ょ（
笑
）」
と
、
ご
近
所
同
士

で
冗
談
も
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

三
枝
住
民
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
に
は
日

本
舞
踊
や
吟
舞
、
大
正
琴
も
披
露
さ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

向山町長から記念品を手渡される福井さん（左）と櫻井さん（右）

お祝い状が贈られた松田しのぶさん（中央）と勝利さん(右）

大正琴の演奏にみんな手拍子♪

問合せ 保健福祉課高齢者支援班 拶盈6987
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「
第
18
回
全
道
フ
ッ
ト
パ
ス
の
集
い

18

in
か

み
ふ
ら
の
」
が
、
９
月
７
・
８
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

７
日
は
東
中
地
区
の
多
田
農
園
パ
ス
、
８

日
は
江
花
地
区
の
千
望
峠
パ
ス
を
歩
き
、
参

加
し
た
約
300
人
は
、
稲
穂
が
色
付
き
金
色
に

染
ま
っ
た
田
園
風
景
と
、
十
勝
岳
連
峰
を
望

む
雄
大
な
景
色
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

周
辺
自
治
体
の
観
光
担
当
者
も
参
加
し
て

の
フ
ッ
ト
パ
ス
サ
ミ
ッ
ト
も
行
わ
れ
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
北
海
道
工
業
大
学
の
苫
米
地
司

学
長
は
「
地
元
の
人
は
地
元
の
良
さ
が
分

か
っ
て
い
な
い
。
地
域
に
眠
っ
て
い
る
資
源

を
再
発
見
し
、『
何
も
な
い
』
と
い
う
こ
と
が

逆
に
財
産
な
ん
だ
、
と
い
う
認
識
に
転
換
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
大
合
唱

町
民
芸
術
劇
場

9/4

秋
の
気
配
を
感
じ
つ
つ

全
道
フ
ッ
ト
パ
ス
の
集
い

9/7

保
育
所
・
幼
稚
園
児
を
対
象
と
し
た
、
劇

団
さ
っ
ぽ
ろ
に
よ
る
町
民
芸
術
劇
場
「
森
の

音
楽
会
」
が
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

琴
と
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
一
風
変
わ
っ
た
組
み
合

わ
せ
で
、
メ
ン
バ
ー
の
１
人
は
ア
フ
リ
カ
の

ケ
ニ
ア
出
身
。
ア
フ
リ
カ
の
太
鼓
を
演
奏
す

る
と
、
大
地
を
揺
る
が
す
よ
う
な
力
強
い
響

き
と
独
特
の
リ
ズ
ム
に
、
子
ど
も
た
ち
は
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
な
ど
お
な
じ
み
の
曲

の
ほ
か
、
ア
フ
リ
カ
の
「
ジ
ャ
ン
ボ
」
と
い

う
曲
も
披
露
。
そ
し
て
最
後
は
、
み
ん
な
大

好
き
な
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー
チ
」。
子

ど
も
た
ち
は
大
き
な
口
を
あ
け
、
元
気
に
大

合
唱
し
て
い
ま
し
た
。

土の館で行われたフットパスサミット 手拍子しながら、大きな声で歌いました

福
祉
に
つ
い
て
学
ん
だ

ふ
れ
あ
い
広
場

9/8

公
園
で
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ

ル
ハ
ナ
バ
チ
監
視
活
動

9/１４ 社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
第
21
回
か
み
ふ

ら
の
ふ
れ
あ
い
広
場
が
、
社
会
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
川
総
合
振
興
局
に
よ
る
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
監
視
活
動
が
日
の
出
公
園
で

行
わ
れ
、
１０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
ハ
チ
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
の
受

粉
作
業
の
た
め
に
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
た
外

来
種
。
逃
げ
て
野
生
化
し
、
在
来
種
や
生
態

系
へ
の
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
監
視

活
動
は
卵
を
産
む
女
王
バ
チ
を
捕
ま
え
る
こ

と
で
、
ハ
チ
の
増
加
を
防
ぐ
も
の
。

参
加
者
は
「
雨
上
が
り
で
ハ
チ
が
見
つ
け

に
く
い
」
と
話
し
な
が
ら
も
、
虫
取
り
網
を

手
に
花
壇
で
ハ
チ
を
探
し
、
１
時
間
で
女
王

バ
チ
６
匹
、
働
き
バ
チ
８５
匹
の
計

８５

９１
匹
が
捕

獲
さ
れ
ま
し
た
。

胴
体
が
黄
色
と
黒
の
縞
模
様
で
、
お
尻
が

白
い
こ
の
ハ
チ
は
、
ど
こ
の
花
壇
に
も
い
る

と
の
こ
と
。
見
つ
け
た
ら
、
捕
獲
と
情
報
提

供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

年
齢
や
心
身
の
障
が
い
に
関
係
な
く
参
加

で
き
る
恒
例
の
「
ふ
れ
あ
い
交
流
会（
福
祉

運
動
会
）」
を
は
じ
め
、
車
い
す
や
手
話
、

網
を
踏
ま
な
い
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
歩
く
ふ
ま

ね
っ
と
運
動
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

見えなくても盲導犬がいれば安心

網の後ろを持ってかぶせるのがコツ

ら
れ
た
ほ
か
、
今
回
は
以

前
や
っ
て
い
た
盲
導
犬
体

験
コ
ー
ナ
ー
が
復
活
。

子
ど
も
た
ち
は
ア
イ
マ

ス
ク
を
着
け
て
盲
導
犬

「
サ
ン
デ
ィ
ー
号
」
と
の

歩
行
を
体
験
。
廊
下
の
端

ま
で
恐
る
恐
る
歩
き
、
盲

導
犬
が
「
目
」
と
な
っ
て

先
導
し
て
く
れ
る
心
強
さ

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
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豊
か
な
自
然
を
背
景
に

深
山
峠
で
ド
ラ
マ
撮
影

9/２４Ｈ
Ｔ
Ｂ（
北
海
道
テ
レ
ビ
）の
ス
ペ
シ
ャ
ル

ド
ラ
マ
「
別
に
普
通
の
恋
」
の
撮
影
が
、
深

山
峠
地
区
の
ウ
ッ
デ
ィ
・
ラ
イ
フ
と
そ
の
周

辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
雪
山
連
峰
を
望
む
豊
か
な
自
然
を
バ
ッ

ク
に
「
ち
っ
ぽ
け
か
も
し
れ
な
い
、
し
か
し

当
人
た
ち
に
と
っ
て
は
一
大
事
の
『
普
通
の

恋
』
」
を
描
く
恋
愛
ド
ラ
マ
。
舞
台
は
主
に

美
瑛
町
で
す
が
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
の

シ
ー
ン
が
町
内
で
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

出
演
は
金
子
貴
俊
さ
ん
、
安
藤
聖
さ
ん
、

小
林
き
な
子
さ
ん
、
き
た
ろ
う
さ
ん
、
藤
田

弓
子
さ
ん
な
ど
。
脚
本
は
前
田
司
郎
さ
ん
。

12
月
の
放
送
予
定
で
、
放
送
時
間
は

12

85
分
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

商
工
会
女
性
部
が

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

９/２０9
月
２１
日
か
ら

２１

３０
日
ま
で
の
秋
の
交
通
安

全
運
動
期
間
を
次
の
日
に
控
え
、
商
工
会
女

性
部
に
よ
る
交
通
安
全
街
頭
啓
発
が
ス
ー
パ

ー
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

部
員
９
人
が
町
内
4
か
所
に
分
か
れ
、
訪

れ
た
買
い
物
客
に
「
交
通
事
故
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
ね
」「
安
全
運
転
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
啓
発
チ
ラ

シ
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
、
交
通
安
全
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

秋
は
日
暮
れ
が
早
ま
り
、
見
通
し
が
悪
く

な
る
た
め
、
夕
方
の
事
故
が
増
え
る
時
期
で

す
。
皆
さ
ん
も
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
歩

行
者
に
気
を
付
け
て
安
全
運
転
を
！

子
ど
も
た
ち
で
超
満
員

カ
ム
カ
ム
し
ち
ゃ
い
な
祭

9/１５子
ど
も
会
と
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
パ
レ
ッ

ト
、
青
少
年
団
体
協
議
会
に
よ
る
カ
ム
カ
ム

し
ち
ゃ
い
な
祭
が
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
に
強
い
雨
が
降
っ
た
た
め

「
来
る
人
が
少
な
い
の
で
は
？
」
と
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
開
始
時
間
に
な
る
と
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

会
場
で
は
青
少
年
団
体
協
議
会
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教

室
、
パ
レ
ッ
ト
の
塗
り
絵
コ
ー
ナ
ー
な
ど
楽

し
い
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

中
で
も
人
気
だ
っ
た
の
が
縁
日
風
の
出

店
。
当
日
券
が
早
々
に
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
で
、
子
ど
も
た
ち
は
綿
あ
め
や
焼

き
そ
ば
な
ど
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
り
、

型
抜
き
や
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
楽
し
そ
う
に

遊
ん
で
い
ま
し
た
。

６チーム合同のよさこいは大迫力！

第
２７
回
秋
の
と
ん
と
ん
祭
り（
と
ん
と
ん

ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）が
９
月
２１
日
～

２３
日
の
３
日
間
、
深
山
峠
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

美
術
館
敷
地
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

22
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ご
当
地
バ
ー

ガ
ー
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
屋
台
グ
ル
メ
、
地

元
産
の
農
産
物
直
売
市
の
新
鮮
野
菜
を
目
当

て
に
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

十
勝
岳
連
峰
を
一
望
で
き
る
焼
肉
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
青
空
の
下
に
浮
か
び
上
が
っ
た

山
並
み
の
絶
景
を
前
に
、
新
鮮
な
豚
サ
ガ
リ

を
お
い
し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
東
中
中
学
校
清
流
獅
子

舞
や
よ
さ
こ
い
の
演
舞
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
会
場
を

更
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

「あと１つで揃うよ！」スマートボールに熱中！

交通安全のタスキを着けて交通安全を呼びかけ

か
み
ふ
の
味
を
満
喫

秋
の
と
ん
と
ん
祭
り

９/２２

(C)2013TOWNKAMIFURANOALLRIGHTSR(C)2013TOWNKAMIFURANOALLRIGHTSRESERVEDESERVED..
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木
々
も
色
付
き
秋
本
番

十
勝
岳
紅
葉
ま
つ
り

９/２９

障
が
い
者
の
希
望
の
場
所

に
…

北
の
峰
学
園
開
所

9/２６

9
月
28
・
28

２９
日
の
２
日
間
、
社
会
教
育
総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

エ
コ
に
つ
い
て
考
え
る

か
み
ふ
ら
の
環
境
フ
ェ
ア

9/２９

社
会
福
祉
法
人

富
良
野
あ
さ
ひ
郷
の
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
北
の
峰
学

園

上
富
良
野
事
業
所
」
の
開
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
４２
回
か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳
紅
葉
ま
つ
り

が
、
町
内
２
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

見
晴
台
公
園
で
は
温
泉
無
料
入
浴
券
な
ど

が
当
た
る
空
く
じ
な
し
の
抽
選
会
や
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
無
料
試
食
、
野

菜
の
直
売
が
行
わ
れ
、
10
時
の
開
始
前
か
ら

多
く
の
方
が
詰
め
か
け
て
い
ま
し
た
。

十
勝
岳
温
泉
会
場
で
は
、
各
宿
泊
施
設
が

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
来
館

者
を
お
も
て
な
し
。
秋
も
日
に
日
に
深
ま

り
、
木
々
が
赤
や
黄
色
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
色

付
き
始
め
た
景
色
を
一
望
で
き
る
十
勝
岳
温

泉
駐
車
場
は
満
車
状
態
で
、
た
く
さ
ん
の
方

が
青
空
、
白
い
雲
、
緑
、
紅
葉
が
織
り
な
す

美
し
い
景
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

紅葉した山並みを望む見晴台公園会場

環
境
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

今
年
で
３
回
目
。
エ
コ
商
品
や

環
境
保
護
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の

展
示
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
の

試
乗
を
は
じ
め
、
蜜
ろ
う
ろ
う
そ

く
、
廃
食
用
油
を
使
っ
た
廃
油

せ
っ
け
ん
作
り
な
ど
に
、
子
ど
も

や
家
族
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。

中
で
も
人
気
だ
っ
た
の
が
、
エ

コ
バ
ッ
グ
作
り
。
無
地
の
布
製

の
バ
ッ
グ
に
、
子
ど
も
た
ち
は
ご

当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ら
べ
と

ん
」
な
ど
、
思
い
思
い
の
絵
を
描

い
て
い
ま
し
た
。

式
で
は
利
用
者
・
家
族
を
代
表
し
、
町
内

で
授
産
所
を
運
営
す
る
佐
藤
祥
一
さ
ん
が
祝

辞
の
中
で
「
サ
ポ
ー
ト
す
る
親
は
、
子
ど
も

よ
り
も
先
に
死
ぬ
。
そ
の
先
が
心
配
。
障
が

い
者
は
、
サ
ポ
ー
ト
な
し
で
は
生
き
て
は
い

け
な
い
。
こ
の
よ
う
な
施
設
が
、
何
と
か
地

元
に
で
き
な
い
か
切
望
し

て
い
た
」
と
感
謝
と
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

同
事
業
所
で
は
、
併
設

さ
れ
た
畑
で
の
農
作
業
や

手
作
り
キ
ャ
ン
ド
ル
な
ど

の
雑
貨
の
製
作
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
の

昼
食
調
理
の
補
助
な
ど
を

通
じ
、
障
が
い
者
の
就
労
を

後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

が
始
ま
り
ま
し
た

１０/1

10
月
１
日
か
ら
全
国
で
一
斉
に
行
わ
れ
て

い
る
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
の
街
頭
募
金

運
動
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

町
内
の
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
３

か
所
で
、
募
金
箱
と
赤
い
羽
根
を
持
っ
た
中

央
婦
人
会
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１１
人
が

「
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！
」
と
行
き
交

う
人
に
声
を
掛
け
、
募
金
し
て
く
れ
た
方
の

胸
に
赤
い
羽
根
を
着
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
北
海
道
内
の
高
齢
者
や
障
が

い
者
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
福
祉
活
動
や

災
害
時
の
支
援
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

12
月
12

31
日
ま
で
社
会
福
祉
協
議
会
と
ツ
ル

ハ
ド
ラ
ッ
グ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募金箱を持ち、街頭で呼びかけ
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今
年
、
上
富
良
野
町
に
や
っ
て
来
た
新
し

い
英
語
指
導
助
手
の
ブ
レ
ン
ダ
先
生
と
、
お

ば
け
カ
ボ
チ
ャ
づ
く
り
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
一

緒
に
楽
し
も
う
！

日
時

10
月
10

27
日（
日
）

９
時
～

10

27

12
時

場
所

公
民
館

参
加
料

２００
円

対
象

小
学
生

申
込
期
限

10
月
10

21
日（
月
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

第
５０
回
総
合
文
化
祭
を

５０

11
月
１
日（
金
）～

４
日（
月
）の
４
日
間
、
開
催
し
ま
す
。

第
50
回
の
節
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
特
別

記
念
事
業
も
用
意
し
、
文
化
と
芸
術
の
秋
に

ふ
さ
わ
し
い
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
内
容
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

司
総
合
展
示
（
児
童
生
徒
・
町
民
・
文
化
連

盟
作
品
展
ほ
か
）

日
時

11
月
２
日（
土
）～
３
日（
日
）

９
時
～
20
時

第
50
回
総
合
文
化
祭

「
色
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

江
幌
小
学
校
長

黒
田
広
幸

江
幌
小
学
校
の
校
舎
の
色
が
変
わ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
色
が
持
つ
意
味
を

色
彩
語
事
典
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
色
彩

語
事
典
と
は
、
色
の
持
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

つ
い
て
ま
と
め
た
事
典
で
す
。

校
舎
の
壁
の
ピ
ン
ク
が
か
っ
た
肌
色
は

赤
の
積
極
的
な
性
格
と
、
黄
色
の
守
っ
て

あ
げ
た
い
性
格
を
持
ち
合
わ
せ
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
活
発
な
子
ど
も
た
ち
が

校
舎
に
入
る
時
に
ウ
キ
ウ
キ
す
る
気
持
ち

に
な
れ
、
保
護
者
の
方
に
は
、
子
ど
も
を

守
っ
て
あ
げ
た
く
な
る
よ
う
な
色
に
な
っ

て
い
ま
す
。

壁
の
一
番
下
の
落
ち
着
い
た
褐
色
は
、

ア
ー
ス
カ
ラ
ー
と
い
っ
て
自
然
を
表
す
色

で
す
。
も
と
も
と
は
、
小
麦
や
木
の
実
や

イ
モ
類
の
色
で
あ
り
、
魚
や
肉
類
も
焼
い

た
り
乾
燥
さ
せ
て
保
存
し
た
り
す
る
と
こ

の
土
色
の
系
統
に
な
り
、
こ
の
自
然
の
褐

色
は
「
安
心
感
」
を
も
た
ら
す
大
人
の
色

だ
そ
う
で
す
。

一
番
上
に
は
、
明
る
い
オ
レ
ン
ジ
色
の

ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。
今
で
も
新
色
が
出

る
よ
う
に
、
そ
の
時
代
の
大
事
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
の
あ
る
色
と
し
て
、
赤
色
や
青

色
の
後
か
ら
出
て
き
た
色
だ
そ
う
で
す
。

す
が
す
が
し
さ
や
生
き
生
き
と
し
た
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
る
色
と
し
て
、
そ
の
使
命

を
今
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

「
思
い
を
込
め
ら
れ
た
色
」、
と
て
も
素

敵
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家 庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭 教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教 育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育 シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー家 庭 教 育 シ リ ー ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ 第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第 号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号第 号222222222222222222222299999999999999999999992944444444444444444444444

11
月
４
日（
月
）

９
時
～

11

12
時

※
４
日
は
12
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー

ナ
・
ラ
ウ
ン
ジ

司
郷
土
館
特
別
展
示
「
ふ
る
さ
と
学
び
舎

展
」

日
時

11
月
２
日（
土
）～
４
日（
月
）

※
時
間
は
総
合
展
示
と
同
じ

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
小
集
会
室

司
総
合
文
化
祭
第
50
回
特
別
記
念
事
業
「
弦

楽
四
重
奏
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時

11
月
４
日（
月
）

11

13
時
～

11

13

15
時

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

司
各
種
事
業

酸
11
月
１
日（
金
）

北
海
道
舞
台
塾
ふ
ら
の

事
業
「
嫁
に
来
な
い
か
ぁ
！

～
田
舎
で

暮
ら
そ
う
～
」
公
演

時
間

17
時
17

30
分
開
場

17

30

18
時
開
演

場
所

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
多

目
的
ホ
ー
ル

入
場
料

小
・
中
・
高
校
生

前
売
り
100
円

（
当
日
100
円
）

大
人

前
売
り
500
円（
当
日

500

600
円
）

※
前
売
り
券
は
10
月
10

10
日（
木
）～

10

10

10
月

10

10

10

25
日

（
金
）に
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
、
公
民

館
で
販
売
し
ま
す
。
枚
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

※
座
席
は
自
由
。
就
学
前
児
童
は
観
劇
で
き

ま
せ
ん
が
、
当
日
は
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
用

意
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
前

売
り
券
購
入
時
に
申
込
み
く
だ
さ
い
（
当

日
の
申
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）。

酸
11
月
２
日
（
土
）

町
民
コ
ン
サ
ー
ト
、

J
A
ふ
ら
の
協
賛
事
業
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
小
さ
な
音
楽
会

酸
11
月
３
日（
日
）

表
彰
式
、
少
年
の
主
張

上
川
総
合
振
興
局
地
区
大
会
出
場
者
発

表
、
芸
能
発
表
、
町
民
茶
会
、
書
道
体

験
、
七
宝
焼
き
、
手
造
り
石
鹸
配
布
、
商

工
会
協
賛
事
業
、
町
民
ダ
ン
ス
の
つ
ど
い

残
詳
し
く
は
、
10
月
10

29
日（
火
）の
新
聞
折
り

込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
施
設
利
用
中
止
の
お
知
ら
せ
★

総
合
文
化
祭
開
催
の
た
め
、
次
の
期
間

は
施
設
の
利
用
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

期
間

10
月
10

28
日（
月
）８
時

10

28

30
分
～

11
月
５
日（
火
）

11

12
時

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー（
ア
リ
ー

ナ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ラ
ウ
ン
ジ
）、
武
道
館
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̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵̵

in
f
o
r
m
a
t
io
n

都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
都
市
計
画
審
議
会
と
は

都
市
計
画
決
定
の
事
前
審
議
、
町
長

か
ら
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
、
関
係

機
関
へ
の
建
議
な
ど
の
審
議
を
行
う

も
の
で
、
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
町
の
附
属
機
関
で
す
。

募
集
人
員

１
人

任
期

２
年（
平
成
25
年
25

11
月
１
日

～
平
成
27
年
27

10
月

27

10

31
日
）

申
込
期
限

10
月
10

17
日（
木
）

申
込
方
法

電
話
か
直
接
窓
口
へ

申
込
み
・
問
合
せ

建
設
水
道
課
建

設
班

拶
盈
６
９
８
１

す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相

す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談談

北
海
道
弁
護
士
連
合
会
で
は
、
弁

護
士
が
い
な
い
地
域
に
お
い
て
無
料

法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
に

は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

10
月
10

25
日
（
金
）

10

25

13
～

10

25

13

16
時

場
所保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

申
込
期
限

10
月
10

21
日（
月
）

申
込
み
・
問
合
せ

総
務
課
総
務
班

拶
盈
６
４
０
０

相相
談談

都
市
計
画
審
議
会
委

都
市
計
画
審
議
会
委
員員

募募
集集

平
成
平
成
２６２６
年
度
入
校

年
度
入
校
生生

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の

入
校
生
（
訓
練
期
間
は
１
年
か
２
年
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
願
書
の
受
付

期
間
は
11
月
１
日
～

11

11
月

11

11

２０
日
。
詳

し
く
は
、
左
記
か
最
寄
り
の
公
共
職

業
安
定
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

〒
０
７
３
‐
０

１
１
５

砂
川
市
焼
山
60
番
地

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

拶
０
１
２
５
‐
５
２
‐
２
７
７
４

鯖
０
１
２
５
‐
５
２
‐
９
１
７
７

人人
事事

上
富
良
野
町
職
員
人

上
富
良
野
町
職
員
人
事事

酸
異
動（
10
月
１
日
付
、
管
理
職
の

み
掲
載
）

▽
総
務
課
長

北
川
和
宏（
町
民
生

活
課
長
）▽
町
民
生
活
課
長

林
敬

永（
町
民
生
活
課
自
治
推
進
班
主
幹
）

▽
産
業
振
興
課
長（
兼
）農
業
振
興
班

主
幹

辻
剛（
農
業
振
興
班
主
幹
）▽

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班
主
幹

谷

口
裕
二（
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

主
査
）

酸
退
職（
９
月
30
日
付
）

松
田
宏
二（
産
業
振
興
課
長
）

酸
新
規
採
用（
10
月
１
日
付
）

伊
藤
詩
織（
町
立
病
院
看
護
師
）

豊
穣（
ほ
う
じ
ょ
う
）の
秋
を
迎

え
、
町
民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
度
、
向
山
町
長
の
ご
推
挙
を

い
た
だ
き
、
先
の
町
議
会
に
お
き
ま

し
て
ご
同
意
を
賜
り
、
１０
月
１
日
付

け
を
も
っ
て
、
副
町
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
私
に
と

り
ま
し
て
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
ま
す
と
同
時
に
、
職
責
の
重
大

さ
を
痛
感
し
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
現
下
の
地
方
自
治
体
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
急
速
な
少
子
高
齢

化
の
進
展
や
地
方
分
権
の
対
応
、
さ

ら
に
は
町
民
の
方
々
の
価
値
観
の
変

化
な
ど
に
伴
い
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や

課
題
の
多
様
化
・
複
雑
化
が
進
ん
で

お
り
、
自
治
体
に
お
き
ま
し
て
も
従

来
の
方
法
と
は
違
う
新
し
い
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
向
山
町
政
の

推
進
の
た
め
に
微
力
を
傾
け
、「
誰

も
が
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
職
員
と

一
丸
と
な
っ
て
職
責
を
果
た
す
決
意

で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
皆
様
の
特
段
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻（
べ
ん
た
つ
）を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
今
年
も
自
然
の
恵

み
に
感
謝
す
る
味
覚
の
秋
と
な
り

ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
９
月
30
日
を
も
ち

ま
し
て
、
副
町
長
の
職
を
退
任
い
た

し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
44
年
に
上
富

良
野
町
職
員
と
し
て
奉
職
以
来
、
助

役
、
副
町
長
の
８
年
間
を
含
め
44
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
郷
土
の
ま
ち
づ

く
り
に
微
力
な
が
ら
参
画
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
様

の
ご
厚
情
と
ご
支
援
を
賜
り
、
お
蔭

を
も
ち
ま
し
て
職
責
を
全
う
で
き
ま

し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
一
町
民
と
し
て
上

富
良
野
町
の
更
な
る
発
展
を
念
じ
つ

つ
、
充
実
し
た
人
生
と
な
る
よ
う
過

ご
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

交
誼（
こ
う
ぎ
）を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
町
民
の
皆
様
方
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
退
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

先
日
行
わ
れ
ま
し
た
９
月
定

例
町
議
会
に
お
い
て
、
新
副
町

長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

副
町
長

田

中

利

幸

前
副
町
長

田

浦

孝

道
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消
火
器
は
非
常
に
高
い
圧
力
で
消
火
薬
剤

を
放
射
す
る
圧
力
容
器
で
す
。
さ
び
に
よ
る

腐
食
や
傷
、
変
形
、
キ
ャ
ッ
プ
の
ゆ
る
み
が

あ
る
も
の
は
消
火
器
が
圧
力
に
耐
え
ら
れ

ず
、
破
裂
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
絶
対
に

自
分
で
分
解
や
放
射
操
作
を
せ
ず
、
速
や
か

に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

【
老
朽
消
火
器
に
よ
る
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト
】

仕
老
朽
化
消
火
器
の
取
り
扱
い

①
試
し
放
射
な
ど
、
絶
対
に
操
作
し
な
い

②
放
置
せ
ず
、
速
や
か
に
処
分
す
る

仕
消
火
器
の
点
検

次
に
該
当
す
る
消

火
器
は
破
裂
す
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
、
絶

対
に
使
用
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

①
本
体
に
キ
ズ
や
変
形
し
た
個
所
が
あ
る

②
さ
び
や
腐
食
し
て
い
る
個
所
が
あ
る

③
ホ
ー
ス
が
ひ
び
割
れ
て
い
る

仕
消
火
器
の
整
備
と
設
置
場
所

う
、
夢
の
よ
う
な
計
量
法
な
の
で
す
。

ホ
ウ
レ
ン
草
や
ニ
ン
ジ
ン
、
ピ
ー
マ
ン
な

ど
、
カ
ロ
テ
ン
の
多
い
緑
黄
色
野
菜
を
両
手

に
１
杯
で
約
120
ｇ
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
玉
ネ
ギ
、

白
菜
、
大
根
な
ど
の
淡
色
野
菜
は
両
手
に
２

杯
で
約
230
ｇ
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
合
計

230

350

ｇ
。
目
標
量
が
取
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の

方
法
だ
と
緑
黄
色
野
菜
と
淡
色
野
菜
が
う
ま

く
組
み
合
わ
さ
っ
て
お
り
、
絶
妙
な
栄
養
バ

ラ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
！

と
は
い
っ
て
も
こ
の
量
を
１
食
で
取
る
と

な
る
と
、「
草
食
動
物
」
に
な
っ
た
よ
う
な

気
分
に
な
る
の
も
事
実
…
。
そ
こ
で
重
要
に

な
っ
て
く
る
の
が
「
３
食
に
分
け
て
取
る
」

と
い
う
こ
と
。
朝
食
は
抜
か
ず
に
き
ち
ん
と

食
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
事
に
適
量
の
野
菜
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
抵
抗
感
が
薄
ら
ぐ
と
思

う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

快 広報かみふらの２０１３.１０

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か
らら
炎炎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

問合せ 上富良野消防署指導係 拶盈２１１９

栄養士からのLAST（？）MESSAGE

今月はあなただ今月はあなただけけ
に秘策を授けまに秘策を授けますす

問合せ 保健福祉課健康推進班 拶盈6987

4
月
か
ら
始
ま
っ
て
ち
ょ
う
ど

半
年
を
過
ぎ
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

頑
張
っ
た
成
果
な
の
か
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
野
菜
350

g
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
？
」
と
の

質
問
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た（
ウ
ソ
だ
ぁ
～

と
か
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
）。

そ
こ
で
「
私
に
聞
く
よ
り
、
は

か
り
で
量
れ
ば
正
確
で
す
よ
」
な

ん
て
言
っ
て
し
ま
っ
ち
ゃ
あ
お
し

ま
い
、
と
い
う
よ
り
も
怒
ら
れ
ま

す
の
で
、
１
日
の
野
菜
摂
取
目
標

量
の
「
350
g
」
が
、
は
か
り
が
な

く
て
も
手
軽
に
わ
か
っ
ち
ゃ
う
と
っ
て
お
き

の
方
法
を
「
今
回
だ
け
特
別
に
、
あ
な
た
だ

け
に
」
教
え
ち
ゃ
い
ま
す
っ
！

名
付
け
て
「
手
ば
か
り
栄
養
法
」（
名
付

け
親
は
私
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
…
）。

こ

れ

は
、
手
の

平
に
野
菜
を
の
せ

て
両
手
３
杯
分
で

だ
い
た
い
350
ｇ

に

な
っ
ち
ゃ
う
と
い

こ
ん
な
と
き
に

こ
ん
な
と
き
に
はは
、、
迷
わ
ず

迷
わ
ず
119119
番
！
番
！

食食べべるる育育ててるる生生ききるる活活かかすす

①
消
火
器
が
濡
れ
た
り
、
汚
れ
た
場
合
は
速

や
か
に
拭
き
取
る

②
雨
や
風
、
直
射
日
光
の
当
た
る
場
所
、
高

温
多
湿
の
場
所
に
設
置
し
な
い

④
転
倒
防
止
の
措
置
を
す
る

不
要
と
な
っ
た
消
火
器
は
「
消
火
器
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
、
登
録
さ
れ
た

業
者
で
な
け
れ
ば
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
登
録
業
者
は
町
内
に
は
な
く
、
近
郊

で
は
次
の
業
者
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
処

分
料
金
は
業
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
直

接
、
業
者
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
有
限
会
社
コ
ー
キ
電
気
火
報
設
備

拶
姥
２
６
６
５
（
富
良
野
市
）

・
有
限
会
社
富
良
野
防
災
セ
ン
タ
ー

拶
鰻
５
９
６
５
（
富
良
野
市
）

・
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
中
富
良
野

営
業
所

拶
曳
３
０
２
０

・
ゆ
う
パ
ッ
ク
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
住

宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
火
器
の
み
）

拶
０
１
２
０
‐
８
２
２
‐
３
０
６

緑黄色野菜は１杯↑

淡色野菜は２杯↓

七富良野広域情報 七

南富良野町「十梨別渓谷の紅

葉を見に来ませんか？」

ナナカマドが赤く色付き、

緑とのコントラストが美しい

十梨別渓谷で大自然を満喫し

てみませんか？ 渓谷を横断

する橋の上からの眺めが絶景

ポイント！ 秋のドライブに

ぜひお立ち寄りください。

問合せ 南富良野町役場産業

課商工観光係 拶液２１７８

中富良野町「富良野沿線 親子

スーパードッジボール大会」

スポーツを通して親子の交

流を図りませんか？

日時 １１月２３日（土）

場所 中富良野町総合スポー

ツセンター

対象 小学生の部・中学生の部

問合せ 中富良野町公民館

拶瑛２２０４

占冠村「心の癒しに、占冠村

の山はいかがですか？」

占冠村は衣替えの季節で

す。山々が色付き始め、人の

手では造ることのできない景

観美。心と身体の癒しに、ぜ

ひ足をお運びください。

お帰りの際には、占冠湯の

沢温泉 森の四季に浸かって

疲れを癒してください。

問合せ 占冠湯の沢温泉

森の四季 拶悦２３１１

富良野市「第１１回ふらの演劇

祭＆第１３回富良野演劇工場ま

つり」

「演劇のまち」富良野で、小・

中学校の児童生徒や市民劇団

による、本格的なお芝居をお楽

しみください。入場無料です。

日時 １０月１２日（土）～１４日（月）

場所 富良野演劇工場

問合せ 富良野演劇工場

拶曳0333

上富良野高校授業公上富良野高校授業公開開
ふだんの授業や校舎内部を

公開します。

日時 １０月１６日（水）～１８日（金）

９時４０分～１２時３０分

※事前の申込みは不要です。

※上靴をご用意ください。

問合せ 上富良野高校

拶盈４４４７

み ん な の 伝 言 板



秋分の日を過ぎて、星空もすっかりと秋の装いになりました。ほかの季

節と比べて目立った明るい星が少なく、少し物悲しいのが秋の夜空です。

先月の「十五夜」に引き続き、「十三夜」のお月見が10月17日です。「豆

名月」とか「栗名月」と呼ぶ人もいます。この夜の天気によって翌年の豊

作を占ったりする地域もあるそうで、農業ととても縁の深いお月見です。

秋を代表する星座はペガスス座とアンドロメダ座。日が暮れてしばらく

したら南東の空に大きな四角形を見つけてください。「秋の大四辺形」「ペ

ガススの大四辺形」などと呼ばれています。この四辺形が羽根の生えた白

馬の姿、ペガスス座の胴体にあたります。ギリシャ神話では、ペガススは

勇者ペルセウスが怪物メドゥーサの首を切り落としたとき、血が岩にし

み、そこから飛び出してきた天馬とされています。

ペガスス座の左側にあるのがアンドロメダ座。アンドロメダはエチオピ

ア王ケフェウスと王妃カシオペアの間に生まれた王女です。くじらの怪物

の生贄（いけにえ）にされかけたアンドロメダ姫を、天馬ペガススに乗った

勇者ペルセウスが助けます。これがきっかけで、アンドロメダ姫はペルセ

ウスの妻となったといわれています。

ところで、このアンドロメダ座には有名なアンドロメダ大星雲M31があ

ります。肉眼でもぼんやりとした光の存在は見えますが、望遠鏡で見ると

大きなだ円形をしているのが分かります。残

念ながらどんなに目の良い人でも写真ほど

は、はっきりと見えません。このM31は私た

ちの銀河系の隣にあり、およそ239万光年離

れていますが、40億年後には銀河系と衝突す

る運命にあるといわれています。

■発行日 平成25年10月10日

■発 行 上富良野町

■編 集 町民生活課自治推進班

■印 刷 （株）総北海

■ご意見・ご感想をお寄せください。

参071‐0596

北海道空知郡上富良野町

大町２丁目２番11号

拶0167盈6985 鯖0167盈5362

http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

jichi@town.kamifurano.lg.jp

広報かみふらの２０１３.１０ 怪

問合せ
教育振興課社会教育班 拶盈5511

☆10月の上富良野の星空は…

９
月
29
日
。
安
く
て
新
鮮
な
野
菜
が
並
ん
だ
軽
ト
ラ

市
！

10
月
10

27
日（
日
）が
年
内
最
後
と
な
り
ま
す
。

●人のうごき ●
平成25年9月30日現在

( )は前月比

町へ
◎長谷部元雄さん（千葉県柏市）３万円

◎千葉光子さん １万円

◎高松克年さん 10万円

◎平塚武さん 10万円

町立病院へ
◎川合一三さん ３万円

◎炭田弘子さん 10万円

ラベンダーハイツへ
◎豊嶋ひろみさん ５万円

社会福祉協議会へ
◎宮下澄江さん ５万円

◎横山房子さん ３万円

◎旭川隊友会上富良野支部 ２万円

◎横田ヒデさん ５万円

◎（株）上富農産 小豆10Kg

たくさんの善意
ありがとうございました࿡空を࿡࿡空空をを見上̬れ͊…見見上上̬̬れれ͊͊……

北海道大学高等教育推進機構研究員の中

西靖男氏を講師に、月や海王星、秋の星雲

星団を観察します。悪天候の場合は天体映

像鑑賞会となります。参加は無料です。

日時 11月12日（火） 18時30分～

場所 上富良野西小学校チャレンジ天文台

定員 20人（中学生以下は保護者同伴）

申込期限 11月８日（金）

申込み・問合せ

教育振興課社会教育班 拶盈5511
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住民登録

(－１１)11,５４０人人口
(－９)５,７８２人男
(－２）５,７５８人女
(－１３)5,2６３世帯世帯

外国人住民 ※住民登録の内数

(－２)３３人人口
(±０)１０人男
(－２）２３人女
(－２)２２世帯世帯


